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授
業
計
画
は
20
16
年年
11
月月
7
日日
（
月
曜
日
））
ま
で
に

「
tu
-p
ffp
@
ih
e.
to
ho
ku
.a
c.
jp
」
に
提
出
し
て
下
さ
い
 

56



 
/

 
To

ho
ku

 U
. P

FF
P/

N
FP

 2
01

6 
 

 
 

57



 
/

 
To

ho
ku

 U
. P

FF
P/

N
FP

 2
01

6 

58



授
業
計
画
の
提
出
締
め
切
り
に
つ
い
て
は
別
途
連
絡
し
ま
す
 

59



 

 
 

60



 

    

61



97
8-
41
21
00
90
74

62



         

63



 

 

    

64



97
8-
43
24
09
79
91

   9
78
-4
53
21
10
53
6

 

65



 97
8-
44
72
40
45
66

66



  

  9
78
-4
-8
61
63
-2
59
-4

  

67



 

68



【
P
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/N
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 O
B

/O
G

 通
信
】

 
①

【
PF

FP
/N

FP
 O

B
/O

G
】

20
16

年
度

プ
ロ

グ
ラ

ム
募

集
要

項
公

開
と

留
学

生
向

け
セ

ミ
ナ

ー
の

ご
案

内
 

20
16

年
4
月

19
日

 1
6:

06

PF
FP

/N
FP

 O
B

/O
G

の
み

な
さ

ま
 

東
北

大
学

 大
学

教
育

支
援

セ
ン

タ
ー

の
今

野
で

す
。

 
年

度
明

け
の

お
忙

し
い

日
々

を
お

過
ご

し
の

こ
と

と
思

い
ま

す
。

 

嬉
し

い
こ

と
に

、
20

16
年

度
も

継
続

し
て

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

で
き

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

 
こ

れ
も

ひ
と

え
に

、
様

々
な

形
で

ご
支

援
く

だ
さ

っ
て

い
る

O
B

/O
G

の
皆

さ
ん

の
お

か
げ

で
す

。
 

本
当

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

 

こ
の

メ
ー

ル
か

ら
、

20
15

年
度

参
加

者
の

方
々

に
も

配
信

を
開

始
し

て
お

り
ま

す
。

 
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
 

今
日

の
ご

案
内

は

■
20

16
年

度
プ

ロ
グ

ラ
ム

広
報

へ
の

ご
協

力
願

い

■
学

内
限

定
特

別
講

義
「

日
本

の
大

学
教

員
と

海
外

で
の

就
職

を
め

ざ
す

留
学

生
の

た
め

の
進

路
支

援
！

」

に
つ

い
て

で
す

。

■
20

16
年

度
プ

ロ
グ

ラ
ム

広
報

へ
の

ご
協

力
願

い
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現
在

、
4
月

28
日

（
木

）
16

:0
0～

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
前

説
明

会
に

向
け

て
 

学
内

外
へ

の
広

報
に

力
を

入
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
 

【
20

16
年

度
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
前

説
明

会
】

 
4
月

28
日

（
木

）
16

:0
0～

17
:3

0 
川

内
会

場
 

：
川

内
北

キ
ャ

ン
パ

ス
、

川
北

合
同

研
究

棟
10

1
ラ

ウ
ン

ジ
 

青
葉

山
会

場
：

青
葉

山
キ

ャ
ン

パ
ス

 青
葉

記
念

会
館

40
1（

川
内

地
区

か
ら

同
時

中
継

）
 

ぜ
ひ

周
り

の
方

々
に

お
す

す
め

し
て

い
た

だ
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

参
加

者
募

集
C

M
も

公
開

し
て

い
ま

す
。
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pe

=2
&

th
ea

te
r 

ポ
ス

タ
ー

や
募

集
要

項
は

C
P

D
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

か
ら

ダ
ウ
ン

ロ
ー

ド
で

き
ま

す
。
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応
募

の
受

け
付

け
は

5
月

9
日

（
月

）
～

27
日

（
金

）
で

す
。
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内
限

定
特

別
講

義
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日
本

の
大

学
教

員
と

海
外

で
の

就
職

を
め

ざ
す

留
学

生
の

た
め

の
進

路
支

援
！
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留

学
生

の
方

向
け

に
、

キ
ャ

リ
ア

支
援

セ
ン

タ
ー

が
特

別
講

義
を

開
講

し
ま

す
！

 
羽

田
先

生
も

登
壇

し
ま

す
。

 

日
時

：
20

16
年

5
月

17
日

(火
) 

時
間

：
13

:0
0 

～
16

:0
0（

12
:4

0
開

場
）

 
場

所
：

青
葉

記
念

会
館

 4
01

大
研

修
室

 
（

青
葉

山
キ

ャ
ン

パ
ス

）

※
テ

レ
ビ

会
議

シ
ス

テ
ム

で
，

川
内

キ
ャ

ン
パ

ス
（

東
北

大
学

高
度

教
養

教
育

・
学

生
支

援
機

構
C

A
H

E
ラ

ウ
ン

ジ

合
同

研
究

棟
10

1）
に

も
配

信
し

ま
す

。
言

語
は

、
日

本
語

（
一

部
英

語
）

と
な

り
ま

す
。

 

東
北

大
学

の
大

学
院

博
士

課
程

で
研

究
し

，
日

本
の

大
学

に
就

職
を

目
指

す
留

学
生

の
方

も
多

い
と

思
い

ま
す

。
 

大
学

教
員

に
な

る
た

め
に

は
，

①
公

募
に

応
募

し
，

②
書

類
選

考
を

突
破

し
，

③
面

接
を

ク
リ

ア
し

な
け

れ
ば

 
な

り
ま

せ
ん

。
最

近
は

，
模

擬
授

業
を

入
れ

，
授

業
力

を
重

視
す

る
大

学
も

増
え

て
き

ま
し

た
。

 
ま

た
，

海
外

で
企

業
等

に
就

職
す

る
場

合
に

は
，

プ
レ

ゼ
ン

力
や

履
歴

書
（

R
es

um
e）

の
書

き
方

も
大

き
な

 
判

断
材

料
に

な
り

ま
す

。
こ

の
た

び
，

高
度

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
博

士
人

財
育

成
ユ

ニ
ッ

ト
で

は
，

日
本

の
大

学
に

 
教

員
と

し
て

就
職

を
希

望
す

る
方

，
海

外
，

特
に

英
語

圏
の

企
業

に
就

職
を

目
指

す
方

へ
の

セ
ミ

ナ
ー

を
 

開
催

す
る

こ
と

に
し

ま
し

た
。

日
本

人
の

大
学

院
生

も
歓

迎
し

ま
す

。
 

申
込

方
法

な
ど

詳
細

は
下

記
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
で

ご
確

認
く

だ
さ

い
。
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最
後

ま
で

お
読

み
く

だ
さ

り
、

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。

次
回

の
配

信
を

お
楽

し
み

に
！

 

今
野

 

PF
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B

/O
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通
信

【
16

-0
1】

（
通

算
第

26
号

）
 

--
 

（
署

名
省

略
）

②
【
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/N
FP

 O
B

/O
G
】

20
16

年
度

プ
ロ

グ
ラ

ム
参

加
者

募
集

開
始

と
大

学
中

国
語

教
授

法
強

化
講

座
の

ご
案

内
 

20
16

年
5
月

11
日

 1
1:

48

PF
FP

/N
FP

 O
B

/O
G

の
み

な
さ

ま
 

東
北

大
学

 大
学

教
育

支
援

セ
ン

タ
ー

の
今

野
で

す
。

 
あ

っ
と

い
う

間
に

G
W

も
終

わ
り

、
今

年
度

の
P

FF
P/

N
FP

の
参

加
者

募
集

を
開

始
し

ま
し

た
。

 

締
切

は
5
月

27
日

（
金

）
17

時
で

す
。

 
も

し
周

り
に

ご
興

味
の

あ
り

そ
う

な
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

し
た

ら
、

ぜ
ひ

宣
伝

を
お

願
い

し
ま

す
！
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ま
た

、
前

回
の

メ
ー

ル
に

対
し

、
近

況
報

告
や

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
の

変
更

な
ど

の
 

ご
連

絡
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
こ

の
春

か
ら

新
し

い
所

属
先

に
着

任
さ

れ
た

方
々

の
 

ま
す

ま
す

の
ご

活
躍

を
心

か
ら

祈
っ

て
お

り
ま

す
！
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さ
て

、
今

日
は

 
◆

大
学

中
国

語
教

授
法

強
化

講
座

：
中

国
語

を
教

え
る

大
学

教
員

の
た

め
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

コ
ー

ス

の
ご

案
内

を
し

ま
す

。

大
学

で
中

国
語

を
教

え
て

い
る

方
向

け
の

海
外

集
中

コ
ー

ス
で

す
。

 
北

京
語

言
大

学
で

、
中

国
語

教
育

の
理

論
・

方
法

論
、

指
導

の
実

際
、

教
材

に
つ

い
て

学
ぶ

 
大

学
教

員
対

象
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
し

ま
し

た
。

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
目

指
す

中
堅

教
員

、

初
め

て
教

壇
に

立
つ

教
員

を
全

国
募

集
し

ま
す

。
 

な
お

、
研

修
の

た
め

の
費

用
の

一
部

は
、

中
国

政
府

お
よ

び
東

北
大

学
が

負
担

し
ま

す
。

 

[研
修

期
間

] 
20

16
年

9
月

2
日

（
金

）
～

10
日

（
土

）
 

も
し

、
お

知
り

合
い

の
方

で
中

国
語

を
教

え
て

い
る

方
が

い
れ

ば
、

お
す

す
め

く
だ

さ
い
！

詳
細

は
こ

ち
ら
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添
付

の
ポ

ス
タ

ー
も

ご
参

照
く

だ
さ

い
。
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引
き

続
き

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
！

今
野
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/N
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B

/O
G

通
信

【
16

-0
2】

（
通

算
第

27
号

）
 

-- 
--

 
（

署
名

省
略

）

③
【

PF
FP

/N
FP

 O
B

/O
G
】

プ
ロ

グ
ラ

ム
参

加
者

懇
親

会
（

同
窓

会
）

の
お

知
ら

せ
！

 
20

16
年

6
月

28
日

 1
7:

00

PF
FP

/N
FP

 O
B

/O
G

の
み

な
さ

ま
 

東
北

大
学

 大
学

教
育

支
援

セ
ン

タ
ー

の
今

野
で

す
。

 
仙

台
は

梅
雨

真
っ

只
中

の
今

日
こ

の
頃

で
す

が
、

い
か

が
お

過
ご

し
で

し
ょ

う
か

？

お
か

げ
さ

ま
で

、
今

年
度

も
7
月

か
ら

P
FF

P/
N

FP
を

開
始

す
る

見
通

し
が

た
ち

ま
し

た
。

 
こ

れ
も

ひ
と

え
に

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

O
B

/O
G

の
み

な
さ

ん
が

口
コ

ミ
で

参
加

者
を

ひ
ろ

げ
て

 
く

だ
さ

っ
て

い
る

お
か

げ
で

す
！

本
当

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

 

面
接

の
際

に
、
「

こ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

何
で

知
り

ま
し

た
か

？
」

と
い

う
質

問
を

す
る

た
び

懐
か

し
い

名
前

を
聞

く
こ

と
が

で
き

て
、

本
当

に
う

れ
し

く
思

っ
て

い
ま

す
。

 
継

続
的

な
ご

協
力

、
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
！

 

と
い

う
こ

と
で

、
毎

年
恒

例
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

後
の
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参
加

者
懇

親
会

（
同

窓
会

）
を

企
画

し
た

い
と

思
い

ま
す

！
ぜ

ひ
ご

参
加

く
だ

さ
い

。
 

 【
日

時
】

20
16

年
7
月

16
日

（
土

）
19

時
～

 
【

場
所

】
仙

台
市

内
（

追
っ

て
ご

案
内

し
ま

す
）

 
 参

加
を

希
望

さ
れ

る
方

は
、

7
月

7
日

（
木
）

ま
で

に
ご

返
信

く
だ
さ

い
。

 
  今

年
度

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

参
加

者
の

数
は

過
去

最
大

で
す

、
 

 
PF

FP
/N

FP
（

フ
ル

コ
ー

ス
）

6
名

 
 

PF
FP

/N
FP

（
シ

ョ
ー

ト
コ

ー
ス

）
24

名
 

の
総

勢
30

名
が

参
加

し
ま

す
。

 
 う

ち
10

名
は

東
北

大
学

以
外

か
ら

の
参

加
で

す
。

 
 ま

す
ま

す
プ

ロ
グ

ラ
ム

O
B

/O
G

の
皆

さ
ん

か
ら

の
お

力
添

え
が

必
要

に
な

る
か

と
思

い
ま

す
。

 
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

！
 

 こ
の

春
か

ら
所

属
や

ご
連

絡
先

が
変

更
に

な
っ

た
方

が
、

お
手

数
で

す
が

お
知

ら
せ

い
た

だ
け

る
と

 
う

れ
し

い
で

す
。

み
な

さ
ま

か
ら

の
ご

連
絡

を
楽

し
み

に
し

て
お

り
ま

す
！

 
 今

野
 

  PF
FP

/N
FP

 O
B

/O
G

通
信

【
16

-0
3】

（
通

算
第

28
号

）
 

--
 

（
署

名
省

略
）

 

 ④
【

PF
FP

/N
FP

 O
B

/O
G
】

7
月

開
催

PD
セ

ミ
ナ

ー
の

ご
案

内
 

20
16

年
6
月

29
日

 1
7:

12
 

 PF
FP

/N
FP

 O
B

/O
G

の
み

な
さ

ま
 

 東
北

大
学

 大
学

教
育

支
援

セ
ン

タ
ー

の
今

野
で

す
。

 
も

う
20

16
年

も
半

分
が

終
わ

っ
て

し
ま

い
ま

す
ね

…
。

 
 7
月

に
予

定
さ

れ
て

い
る

P
D
セ

ミ
ナ

ー
を

ご
案

内
し

ま
す

。
 

既
に

何
名

か
の

O
B

/O
G

の
方

に
申

込
み

い
た

だ
い

て
い

る
よ

う
で

う
れ

し
い

で
す

。
 

ど
う

も
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

 
 ご

都
合

に
合

わ
せ

て
興

味
の

あ
る

セ
ミ

ナ
ー

に
ご

参
加

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。
 

  ■
「

し
ま

っ
た

!!」
と

な
ら

な
い

た
め

に
 ―

IC
T
時

代
の

教
育

で
押

さ
え

て
お

き
た

い
法

―
 

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
━

━
 

今
野

が
企

画
を

担
当

し
て

い
る

P
D
セ

ミ
ナ

ー
の

ひ
と

つ
で

す
。

 
著

作
権

法
な

ど
の

教
員

が
知

っ
て

お
く

べ
き

法
律

に
つ

い
て

ク
リ

ッ
カ

ー
を

使
い

な
が

ら
 

ク
イ

ズ
形

式
で

学
ぶ

セ
ミ

ナ
ー

で
す

。
 

 開
催

日
：

20
16

年
7
月

7
日

（
木

）
 

時
間

：
14

:0
0 

- 1
6:

00
 

場
所

：
東

北
大

学
川

内
北

キ
ャ

ン
パ

ス
 教

育
・

学
生

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

東
棟

4F
 大

会
議

室
 

ht
tp

://
w

w
w.

to
ho

ku
.a

c.
jp

/ja
pa

ne
se

/p
ro

fil
e/

ca
m

pu
s/

01
/k

aw
au

ch
i/a

re
aa

.h
tm

l 
（

A0
1）

 
 講

師
：

 
三

石
 

大
 （

東
北

大
学

 教
育

情
報

基
盤

セ
ン

タ
ー

 准
教

授
）

 
金

谷
吉

成
 （

東
北

大
学

大
学

院
法

学
研

究
科

 講
師

）
 

 趣
旨

：
 

教
育

に
お

け
る

情
報

技
術

の
活

用
は

既
に

ご
く

身
近

な
も

の
に

な
り

つ
つ

あ
り

ま
す

。
 

一
方

で
，

急
速

な
技

術
発

展
に

よ
り

法
律

と
現

場
と

の
齟

齬
や

想
定

外
の

事
項

も
発

生
し

て
い

ま
す

。
 

ど
の

よ
う

な
法

律
が

あ
り

，
ど

の
よ

う
に

解
釈

し
た

ら
よ

い
の

か
，

わ
か

り
や

す
い

実
例

や
最

新
の

 
ト

ピ
ッ

ク
を

交
え

な
が

ら
学

び
ま

す
。

 
 詳

細
・

申
込

み
 

ht
tp

s:
//w

w
w

.ih
e.

to
ho

ku
.a

c.
jp

/p
d/

in
de

x.
cg

i?
pr

og
ra

m
_n

um
=1

46
52

58
20
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  ■

研
究

倫
理

シ
リ

ー
ズ

 第
4
回

  
発

表
倫

理
を

考
え

る
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━
 

羽
田

先
生

肝
い

り
の

研
究

倫
理

シ
リ

ー
ズ

の
第

4
回

で
す

。
 

今
回

は
発

表
倫

理
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

 
 開

催
日

：
20

16
年

7
月

9
日

（
土

）
 

時
間

：
13

：
00

－
17

：
00

 
場

所
：

東
北

大
学

川
内

北
キ

ャ
ン

パ
ス

 教
育

・
学

生
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
東

棟
4F

 大
会

議
室

 
ht

tp
://

w
w

w.
to

ho
ku

.a
c.

jp
/ja

pa
ne

se
/p

ro
fil

e/
ca

m
pu

s/
01

/k
aw

au
ch

i/a
re

aa
.h

tm
l 

（
A0

1）
 

 講
師

：
 

山
崎

茂
明

教
授

（
愛

知
淑

徳
大

学
人

間
情

報
学

部
）

 
吉

村
富

美
子

教
授

（
東

北
学

院
大

文
学

部
英

文
学

科
）

 
大

隅
典

子
教

授
（

東
北

大
学

医
学

系
研

究
科

）
 

羽
田

貴
史

教
授

（
東

北
大

学
高

度
教

養
教

育
・

学
生

支
援

機
構

）
 

 趣
旨

：
 

責
任

あ
る

研
究

活
動

を
進

め
る

上
で

、
コ

ア
と

な
る

の
は

発
表

倫
理

で
す

が
、

国
際

的
な

動
向

と
 

日
本

の
動

向
と

は
大

き
な

ず
れ

も
あ

り
ま

す
。

発
表

倫
理

の
あ

り
方

は
、

現
在

も
ま

だ
流

動
的

な
の

で
す

。
 

こ
れ

ら
の

問
題

を
、
『

科
学

者
の

発
表

倫
理

』
（

丸
善

出
版

，
20

13
年

）
で

知
ら

れ
る

山
崎

茂
明

氏
、

 
『

英
文

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

と
引

用
の

作
法

 
盗

用
と

言
わ

れ
な

い
た

め
の

英
文

指
導

』（
研

究
社

，
20

13
年

）
の

 
吉

村
富

美
子

氏
、

日
本

分
子

生
物

学
会

前
理

事
長

（
第

18
期

）
と

し
て

研
究

倫
理

に
取

り
組

ん
で

き
た

 
大

隅
典

子
氏

、
公

正
研

究
推

進
協

会
（

A
P

R
IN

）
理

事
・

東
北

大
学

公
正

な
研

究
活

動
推

進
委

員
会

 
専

門
委

員
会

委
員

長
（

総
長

特
別

補
佐

）
と

し
て

研
究

倫
理

に
関

わ
っ

て
き

た
羽

田
貴

史
氏

の
4
名

で
 

フ
ロ

ア
を

含
め

た
議

論
を

行
い

ま
す

。
 

 詳
細

・
申

込
 

ht
tp

s:
//w

w
w

.ih
e.

to
ho

ku
.a

c.
jp

/p
d/

in
de

x.
cg

i?
pr

og
ra

m
_n

um
=1

46
49

15
21
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 ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

 今
野

 
 PF

FP
/N

FP
 O

B
/O

G
通

信
【

16
-0

4】
（

通
算

第
29

号
）

--
 

（
署

名
省

略
）

 
 ⑤

【
PF

FP
/N

FP
 O

B
/O

G
】

PD
セ

ミ
ナ

ー
の

ご
案

内
 

20
16

年
7
月

28
日

 1
4:

21
 

 PF
FP

/N
FP

 O
B

/O
G

の
み

な
さ

ま
 

 東
北

大
学

 大
学

教
育

支
援

セ
ン

タ
ー

の
今

野
で

す
。

 
東

北
大

学
は

昨
日

、
今

日
と

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
で

に
ぎ

わ
っ

て
い

ま
す

。
 

皆
さ

ん
の

中
に

は
忙

し
く

対
応

さ
れ

た
方

々
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

こ
と

と
思

い
ま

す
。

 
大

変
お

疲
れ

様
で

し
た

。
 

 7
月

16
日

（
土

）
に

、
無

事
、

20
16

年
度

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

始
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

 
3
連

休
の

初
日

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

懇
親

会
（

同
窓
会

）
へ

ご
参

加
く

だ
さ
っ

た
O

B
/O

G
の

 
み

な
さ

ま
、

本
当

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

 オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
当

日
の

様
子

は
、

C
P

D
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

で
も

随
時

更
新

中
で

す
の

で
 

ぜ
ひ

ご
覧

く
だ

さ
い

。
 

ht
tp

://
w

w
w.

ih
e.

to
ho

ku
.a

c.
jp

/C
P

D
/p

ro
gr

am
s/

pr
og

ra
m

_c
at

/p
ffp

/p
ro

gr
am

_y
ea

r/n
ow

 
 そ

れ
で

は
、

8
月

以
降

の
P

D
セ

ミ
ナ

ー
の

ご
案

内
で

す
。

 
7
月

の
セ

ミ
ナ

ー
に

も
、

O
B

/O
G

の
方

々
が

参
加

し
て

く
だ

さ
っ

て
い

て
う

れ
し

か
っ

た
で

す
。

 
ぜ

ひ
、

ご
都

合
に

合
わ

せ
て

興
味

の
あ

る
セ

ミ
ナ

ー
に

ご
参

加
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で

す
。

 
 ■

機
関

戦
略

と
資

源
配

分
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━
 

日
時

：
20

16
年

8
月

7
日

 (
日

) 1
0:

00
-1

2:
00

 (受
付

: 9
:3

0-
) 

場
所

：
東

北
大

学
 川

内
北

キ
ャ

ン
パ

ス
 教

育
・

学
生

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

 東
棟

4
階

大
会

議
室

 
講

師
：

水
田

 
健

輔
(大

正
大

学
地

域
創

生
学

部
・

教
授

) 
 【

趣
旨

】
 

大
学

経
営

・
財

務
の

問
題

に
造

詣
の

深
い

水
田

健
輔

教
授

（
大

正
大

学
）

を
講

師
に

迎
え

、
我

が
国

の
 

マ
ク

ロ
な

高
等

教
育

政
策

や
大

学
財

政
の

動
向

を
踏

ま
え

つ
つ

，
国

立
大

学
を

中
心

に
機

関
レ

ベ
ル

の
 

資
源

配
分

と
機

関
戦

略
に

つ
い

て
考

え
ま

す
。

大
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
ご

関
心

の
あ

る
方

々
、

 
広

く
ご

参
加

く
だ

さ
い

。
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【
詳

細
・

お
申

し
込

み
】
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■
研

究
評

価
の

手
法

と
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
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日
時

：
20

16
年

8
月

7
日

 (
日

) 1
3:

00
-1

5:
00

 (受
付

12
:3

0-
) 

 
場

所
：

東
北

大
学

 川
内

北
キ

ャ
ン

パ
ス

教
育

・
学

生
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
東

棟
4
階

大
会

議
室

  
講

師
：

林
 

隆
之

(大
学

改
革

支
援

・
学

位
授

与
機

構
 教

授
) 

 

【
趣

旨
】

言
う

ま
で

も
な

く
、
「

研
究

」
は

大
学

の
中

心
的

機
能

の
一

つ
で

す
。

研
究

活
動

の
評

価
は

、
 

科
学

者
共

同
体

が
自

律
的

に
知

識
の

質
を

維
持

・
向

上
さ

せ
、

研
究

活
動

を
活

性
化

す
る

も
の

と
し

て
 

機
能

し
て

き
ま

し
た

。
し

か
し

近
年

、
投

じ
ら

れ
る

資
金

の
増

大
と

研
究

不
正

の
増

加
を

背
景

に
、

 
社

会
各

方
面

か
ら

厳
格

な
説

明
責

任
を

求
め

る
声

が
強

ま
っ

て
い

ま
す

。
研

究
評

価
は

、
学

内
資

源
を

 
ど

う
配

分
す

る
か

と
い

う
機

関
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

も
関

係
し

、
さ

ら
に

国
内

外
に

お
け

る
当

該
大

学
の

名
声

や

ラ
ン

キ
ン

グ
に

も
影

響
を

与
え

ま
す

。
経

営
戦

略
の

観
点

か
ら

重
要

な
意

味
を

も
ち

、
そ
の

課
題

は
重

層
的

で
す
。

本
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

大
学

改
革

支
援

・
学

位
授

与
機

構
の

林
隆

之
先

生
を

お
迎

え
し

、
研

究
評

価
を

め
ぐ

る
 

現
代

的
課

題
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
研

究
評

価
の

手
法

と
そ

れ
に

基
づ

く
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

あ
り

方
に

つ
い

て
 

学
び

ま
す

。
奮

っ
て

ご
参

加
く

だ
さ

い
。

【
詳

細
・

お
申

し
込

み
】

ht
tp
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w
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ho
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/p
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■
授

業
デ

ザ
イ

ン
と

シ
ラ

バ
ス

作
成
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━
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近
年

、
PF

FP
/N

FP
の

必
修

セ
ミ

ナ
ー

と
し

て
実

施
し

て
い

る
好

評
の

セ
ミ

ナ
ー

で
す

。
 

初
期

の
こ

ろ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

は
含

ま
れ

て
い

な
か

っ
た

の
で

、
学

び
直

し
の

機
会

と
し

て
 

参
加

し
て

み
る

の
は

い
か

が
で

す
か

？
 

日
時

：
20

16
年

8
月

25
日

（
木

）
13

:0
0-

17
:0

0 
場

所
：

東
北

大
学

川
内

北
キ

ャ
ン

パ
ス

 
  

教
育

・
学

生
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
東

棟
4
階

 
大

会
議

室
 

講
師

：
串

本
 剛

（
東

北
大

学
高

度
教

養
教

育
・

学
生

支
援

機
構

 准
教

授
）

【
定

員
】

40
名

 
【

申
込

期
限

】
20

16
年

8
月

19
日

（
金

）
 

++
++

++
++

++
++

++
++

++
++

++
++

++
++

++
++

++
++

 

シ
ラ

バ
ス

の
作

成
は

，
今

日
で

は
ほ

と
ん

ど
の

大
学

教
員

に
求

め
ら

れ
る

事
柄

と
な

っ
て

い
ま

す
が

，
 

そ
の

必
要

性
が

い
ま

ひ
と

つ
自

覚
で

き
な

い
，

あ
る

い
は

本
来

の
機

能
が

十
分

に
活

か
せ

て
い

な
い

と
感

じ
る

，
 

と
い

う
方

も
少

な
く

な
い

と
思

い
ま

す
。

本
セ

ミ
ナ

ー
で

は
，

シ
ラ

バ
ス

の
数

あ
る

機
能

の
う

ち
で

も
，

特
に

 
授

業
デ

ザ
イ

ン
の

小
道

具
と

し
て

の
側

面
に

注
目

し
，

1
学

期
を

通
し

て
展

開
さ

れ
る

授
業

に
つ

い
て

，
 

授
業

の
目

標
・

授
業

の
内

容
・

成
績

評
価

方
法

の
3
つ

を
構

造
化

す
る

こ
と

の
重

要
性

を
解

説
し

ま
す

。
 

ま
た

，
そ

の
方

法
を

体
験

し
身

に
付

け
て

も
ら

う
た

め
に

，
参

加
者

の
皆

さ
ん

が
作

成
し

た
シ

ラ
バ

ス
を

材
料

に
 

セ
ミ

ナ
ー

を
進

め
て

い
く

予
定

で
す

。

【
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く
り
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備
と

運
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こ
ち

ら
も

近
年

、
P

FF
P

/N
FP

の
必

修
セ

ミ
ナ

ー
と

し
て

実
施

し
て

い
る

好
評

の
セ

ミ
ナ

ー
で

す
。

 
初

期
の

こ
ろ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
は

含
ま

れ
て

い
な

か
っ

た
の

で
、

学
び

直
し

の
機

会
と

し
て

 
参

加
し

て
み

る
の

は
い

か
が

で
す

か
？

 

日
時

：
20

16
年

9
月

14
日

（
水

）
13

:0
0-

15
:0

0 
場

所
：

東
北

大
学

川
内

北
キ

ャ
ン

パ
ス

 
教

育
・

学
生

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

東
棟

4
階

 
大

会
議

室
 

講
師

：
邑

本
 俊

亮
 (
東

北
大

学
 災

害
科

学
国

際
研

究
所

 教
授

) 

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

* 

【
趣

旨
】

学
生

の
前

で
授

業
を

行
う

こ
と

は
大

学
教

員
の

当
然

の
職

務
と

な
っ

て
い

ま
す

。
 

し
か

し
，

授
業

が
思

っ
た

よ
う

に
い

か
ず

に
，

悩
ん

で
い

る
教

員
も

い
る

こ
と

で
し

ょ
う

。
 

準
備

し
た

こ
と

が
十

分
に

話
せ

な
か

っ
た

，
学

生
が

授
業

内
容

を
理

解
し

て
く

れ
な

い
，

お
し

ゃ
べ

り
が

多
い

，
 

居
眠

り
を

し
て

い
る

，
な

ど
な

ど
，

教
員

の
頭

を
悩

ま
せ

る
状

況
は

数
多

く
存

在
し

ま
す

。
 

授
業

を
成

功
さ

せ
る

た
め

に
は

ど
う

す
れ

ば
よ

い
の

で
し

ょ
う

か
。

本
セ

ミ
ナ

ー
で

は
，

1
回

の
講

義
形

式
の

授
業

を
念

頭
に

置
い

て
，

学
生

が
集
中

し
，

内
容

を
十

分
に

 
理

解
で

き
る

よ
う

な
授

業
を

つ
く

る
た

め
に

は
ど

の
よ

う
な

点
に

留
意

す
る

必
要

が
あ

る
の

か
，

 
ど

ん
な

準
備

を
し

て
，

い
か

に
授

業
を

展
開

す
る

と
よ

い
の

か
に

つ
い

て
，

学
習

者
の

認
知

面
・

心
理

面
か

ら
 

解
説

を
行

い
ま

す
。

ま
た

，
受

講
生

の
皆

さ
ん

の
授

業
づ

く
り

の
工

夫
や

失
敗

談
に

つ
い
て

情
報

交
換

を
行

い
，

 
よ

り
よ

い
授

業
づ

く
り

の
ヒ

ン
ト

を
互

い
に

共
有

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

【
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申
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w
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ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

今
野

 

PF
FP

/N
FP

 O
B

/O
G

通
信

【
16

-0
5】

（
通

算
第

30
号

）
 

--
 

（
署

名
省

略
）

⑥
【

PF
FP

/N
FP

 O
B

/O
G
】

授
業

参
観

お
よ

び
10

月
実

施
の

セ
ミ

ナ
ー

に
つ

い
て

お
知

ら
せ

！
 

20
16

年
9
月

30
日

 1
9:

52

PF
FP

/N
FP

 O
B

/O
G

の
み

な
さ

ま
 

東
北

大
学

 大
学

教
育

支
援

セ
ン

タ
ー

の
今

野
で

す
。

と
う

と
う

明
日

か
ら

10
月

で
す

ね
！

 

お
か

げ
さ

ま
で

、
7
月

か
ら

ス
タ

ー
ト

し
て

い
る

今
年

度
の

P
FF

P/
N

FP
は

 
過

去
最

大
人

数
の

28
名

で
、

学
び

進
め

て
お

り
ま

す
。

 

本
メ

ー
ル

で
は

、
10

月
に

行
わ
れ

る
セ

ミ
ナ

ー
の

ご
案

内
と

、
今

年
度

分
の

 
授

業
参

観
の

ご
案

内
を

い
た

し
ま

す
。

 

ま
ず

、
授

業
参

観
に

つ
い

て
は

、
今

年
度

も
プ

ロ
グ

ラ
ム

O
B

/O
G

か
ら

の
参

加
を

受
け

付
け

ま
す

。
 

先
生

方
の

ご
協

力
も

あ
り

、
授

業
の

レ
パ

ー
ト

リ
ー

も
少

し
ず

つ
増

や
し

て
い

る
と

こ
ろ
で

す
。

 
ぜ

ひ
ご

参
加

く
だ

さ
い

。
 

添
付

の
授

業
概

要
を

ご
覧

い
た

だ
き

、
参

観
の

ご
希

望
が

あ
る

場
合

に
は

 
日

程
調

整
表

に
ご

記
入

い
た

だ
き

、
本

メ
ー

ル
に

添
付

に
て

ご
返

信
く

だ
さ

い
。

誠
に

勝
手

な
が

ら
、

10
月

6
日

（
木

）
ま

で
の

返
信

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

も
し

、
11

～
12

月
の

日
程

な
ど

で
、

現
時

点
で

は
判

ら
な

い
も

の
に

関
し

て
は

 
直

前
（

1
週

間
前

く
ら

い
だ

と
助

か
り

ま
す

）
で

も
受

け
付

け
ら

れ
る

場
合

が
あ
り

ま
す

の
で

 
そ

の
場

合
は

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。
 

続
い

て
、

10
月

14
日

の
セ

ミ
ナ

ー
の

ご
案

内
で

す
。
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【
PD

セ
ミ

ナ
ー

】
本

当
の

か
し

こ
さ

と
は

何
か

─
感

情
知

性
と

大
学

教
育

─
 

日
時

：
20

16
年

10
月

14
日

（
金

）
15

:0
0-

17
:0

0 
 

講
師

：
箱

田
裕

司
（

京
都

女
子

大
学

 教
授

）
 

場
所

：
東

北
大

学
川

内
北

キ
ャ

ン
パ

ス
 

教
育

・
学

生
総

合
支

援
棟

東
棟

4
階

 大
会

議
室

 

大
学

教
育

で
は

専
門

知
識

を
身

に
つ

け
る

た
め

に
、
「

理
論

的
」

で
あ

る
こ

と
が

重
視

さ
れ

、

「
感

情
」

は
排

除
し

て
き

ま
し

た
。

し
か

し
E

Q
（

心
の

知
能

指
数

）
と

い
う

こ
と

ば
が

あ
る

よ
う

に
、

 
豊

か
な

感
情

を
育

て
る

こ
と

は
、

市
民

性
が

柔
軟

な
思

考
を

育
て

る
重

要
な

課
題

で
あ

る
こ

と
が

 
明

ら
か

に
な

っ
て

き
ま

し
た

。
感

情
知

性
を

育
て

る
こ

と
は

大
学

に
お

い
て

大
切

な
課

題
で

す
。

詳
細

・
お

申
し

込
み

は
こ

ち
ら

ht
tp
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今
野

 
 PF

FP
/N

FP
 O

B
/O

G
通

信
【

16
-0

6】
（

通
算

第
31

号
）

 
--

 
（

署
名

省
略

）
 

 ⑦
【

PF
FP

/N
FP

 O
G

/O
B
】

11
月

実
施

セ
ミ

ナ
ー

の
ご

案
内

  
20

16
年

10
月

19
日

 1
0:

42
 

 PF
FP

/N
FP

 O
B

/O
G

の
み

な
さ

ま
 

 東
北

大
学

 大
学

教
育

支
援

セ
ン

タ
ー

の
今

野
で

す
。

 
先

日
お

送
り

し
た

授
業

参
観

の
ご

案
内

へ
の

返
信

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

 
ご

参
加

い
た

だ
き

ま
す

O
B

/O
G

の
方

々
に

は
、

近
々

お
会

い
で

き
る

こ
と

を
楽

し
み

に
し

て
い

ま
す

。
 

 こ
の

O
B

/O
G

通
信

も
、

今
号

で
30

号
の

節
目

を
迎

え
る

こ
と

と
な

り
ま

し
た

。
 

毎
回

返
信

を
い

た
だ

い
た

り
、

近
況

報
告

を
い

た
だ

い
た

り
、

み
な

さ
ま

か
ら

寄
せ

ら
れ

る
声

は
 

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
に

も
大

い
に

役
立

っ
て

お
り

ま
す

。
改

め
て

感
謝

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 今
年

度
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
も

順
調

に
進

ん
で

お
り

、
今

月
末

に
は

昨
年

か
ら

新
た

に
導

入
し

た
 

「
国

内
他

大
学

訪
問

調
査

」
を

2
泊

3
日

で
実

施
し

ま
す

。
今

年
度

も
訪

問
先

は
、

大
阪

大
学

、
立

命
館

大
学

、
 

同
志

社
大

学
、

と
昨

年
よ

り
訪

問
先

は
ひ

と
つ

増
え

、
授

業
参

観
の

機
会

も
拡

充
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

 
実

り
あ

る
訪

問
に

な
る

よ
う

、
鋭

意
準

備
を

進
め

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
 

 来
月

に
は

い
よ

い
よ

、
マ

イ
ク

ロ
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
セ

ミ
ナ

ー
も

開
催

し
ま

す
。

 
プ

ロ
グ

ラ
ム

も
佳

境
に

入
っ

て
き

た
と

実
感

し
て

い
る

今
日

こ
の

頃
で

す
。

 
 そ

れ
で

は
、

11
月

の
セ

ミ
ナ

ー
を

ご
案

内
い

た
し
ま

す
。

 
先

達
教

員
で

も
あ

る
ト

ッ
ド

先
生

の
セ

ミ
ナ

ー
で

す
！
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fo
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ss
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du
ct

ed
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 E
ng
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 日
時

：
20

16
年

11
月

11
日

（
金

）
15

:3
0-

18
:0

0 
講

師
：

To
dd

 E
ns

le
n（

東
北

大
学

高
度

教
養

教
育

・
学

生
支

援
機

構
 講

師
）

 
Ba

rr
y 

K
av

an
ag

h（
東

北
大

学
高

度
教

養
教
育

・
学

生
支

援
機

構
 講

師
）

 
 英

語
で

の
授

業
運

営
を

ス
ム

ー
ズ

に
行

う
た

め
に

は
，

授
業

内
容

そ
の

も
の

に
関

す
る

英
語

表
現

 
だ

け
で

は
な

く
，

授
業

の
始

め
方

，
学

生
へ

の
指

示
の

出
し

方
な

ど
も

知
っ

て
お

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
 

本
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
は

，
将

来
英

語
で

授
業

を
担

当
す

る
可

能
性

の
あ

る
教

員
や

，
大

学
教

員
を

 
目

指
す

大
学

院
生

の
み

な
さ

ん
を

対
象

と
し

て
，

授
業

の
中

で
使

う
英

語
表

現
を

実
践

的
に

学
び

ま
す

。
 

経
験

豊
か

な
講

師
と

一
緒

に
楽

し
み

な
が

ら
表

現
力

を
身

に
つ

け
ま

せ
ん

か
。

 
 詳

細
・

お
申

し
込

み
は

こ
ち

ら
 

ht
tp

s:
//w

w
w

.ih
e.

to
ho

ku
.a

c.
jp

/p
d/

in
de

x.
cg

i?
pr

og
ra

m
_n

um
=1

47
54

51
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 な

お
、

12
月

下
旬

に
は

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
有

効
性

を
検

証
す

る
目

的
で

、
全

国
ユ

ー
ザ

会
議

を
 

実
施

す
る

予
定

で
す

。
主

に
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
修

了
生

の
追

跡
調

査
を

予
定

し
て

お
り

ま
す

。
 

仙
台

に
て

、
1
泊

2
日

の
日

程
で

企
画

を
し

て
お

り
ま

す
が

、
ご

興
味
の

あ
る

方
は

ご
連

絡
く
だ

さ
い

。
 

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

 
 今

野
 

  PF
FP

/N
FP

 O
B

/O
G

通
信

【
16

-0
7】

（
通

算
第

32
号

）
 

--
 

（
署

名
省

略
）

 
 ⑧

【
PF

FP
/N

FP
 O

B
/O

G
】

12
月

実
施

セ
ミ

ナ
ー

の
ご

案
内

  
20

16
年

11
月

17
日

 1
5:

11
 

 PF
FP

/N
FP

 O
B

/O
G

の
み

な
さ

ま
 

 東
北

大
学

 大
学

教
育

支
援

セ
ン

タ
ー

の
今

野
で

す
。

 
一

段
と

寒
く

な
っ

て
参

り
ま

し
た

が
、

い
か

が
お

過
ご

し
で

し
ょ

う
か

。
 

 今
年

度
も

O
B

/O
G

の
方

も
参

加
し

て
の

授
業

参
観

が
着

々
と

進
ん

で
お

り
ま

す
。

 
プ

ロ
グ

ラ
ム

修
了

後
も

継
続

的
に

顔
を

出
し

て
も

ら
え

て
う

れ
し

い
限

り
で

す
。

 

年
末

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

修
了

生
追

跡
調

査
に

関
し

て
も

、
ご

協
力

の
お

申
し

出
を

た
く

さ
ん

 
い

た
だ

き
ま

し
た

。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

鋭
意

準
備

を
進

め
て

お
り

ま
す

の
で

ど
う

ぞ
楽

し
み

に
お

待
ち

く
だ

さ
い

。
 

 今
年

度
の

PF
FP

/N
FP

は
、

今
週

ひ
と

つ
の

山
場

で
あ

る
マ

イ
ク

ロ
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
を

 
終

え
ま

し
た

。
と

て
も

良
い

雰
囲

気
で

進
め

る
こ

と
が

で
き

、
ほ

っ
と

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

 
 そ

れ
で

は
、

12
月

の
セ

ミ
ナ

ー
を

ご
案

内
い

た
し
ま

す
。
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【

PD
セ

ミ
ナ

ー
】

 
コ

ー
チ

ン
グ

技
能

を
活

用
し

た
院

生
指

導
 

 日
時

：
20

16
年

12
月

9
日

（
金

）
13

:0
0-

16
:1

0 
場

所
：

東
北

大
学

川
内

北
キ

ャ
ン

パ
ス

 
教

育
・

学
生

総
合

支
援

棟
東

棟
4
階

 大
会

議
室

 
 昨

年
か

ら
開

催
し

て
い

る
セ

ミ
ナ

ー
で

す
。

こ
の

セ
ミ

ナ
ー

の
醍

醐
味

は
後

半
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
 

に
あ

り
ま

す
！

昨
年

の
受

講
を

逃
し

て
し

ま
っ

た
方

、
ぜ

ひ
こ

の
機

会
に

ご
参

加
く

だ
さ

い
！

 
 学

部
の

卒
業

研
究

や
大

学
院

で
の

研
究

は
，

学
生

が
様

々
な

知
識

を
動

員
し

て
探

究
的

活
動

を
行

い
，

 
問

題
解

決
力

を
育

成
す

る
最

も
重

要
な

活
動

で
す

。
そ

の
た

め
に

欠
か

せ
な

い
の

が
，

研
究

指
導

で
す

が
，

 
日

本
で

は
研

究
指

導
の

ス
キ

ル
育

成
に

は
明

確
な

方
法

論
が

あ
り

ま
せ

ん
。

研
究

指
導

を
担

当
す

る
教

員
は

，
 

モ
デ

ル
が

な
く

，
試

行
錯

誤
し

な
が

ら
ス

キ
ル

を
身

に
着

け
て

い
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

学
習

科
学

で
は

，
研

究
指

導
は

，
認

知
的

徒
弟

制
（

C
og

ni
tiv

e 
A

pp
re

nt
ic

es
hi

p）
と

呼
ば

れ
，

 
モ

デ
リ

ン
グ

・
コ

ー
チ

ン
グ

・
足

場
か

け
・

詳
述

・
省

察
・

探
索

と
い

っ
た

手
順

が
定

式
化

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

特
に

重
要

な
の

は
，

学
生

を
援

助
し

な
が

ら
助

言
や

課
題

を
与

え
る

コ
ー

チ
ン

グ
で

す
。

 
 好

評
だ

っ
た

昨
年

に
引

き
続

き
，

出
江

(い
ず

み
)紳

一
東

北
大

学
医

工
学

研
究

科
長

・
教

授
と

，
 

倉
重

知
也

氏
（

株
式

会
社

イ
グ

ニ
タ

ス
代

表
取

締
役

､
国

際
コ

ー
チ

連
盟

 プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
認

定
コ

ー
チ

）
 

と
を

お
招

き
し

，
コ

ー
チ

ン
グ

を
活

用
し

て
院

生
の

動
機

づ
け

を
高

め
，

ス
ム

ー
ズ

に
指

導
を

進
め

る
 

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

の
機

会
を

設
け

る
こ

と
に

し
ま

し
た

。
院

生
指

導
に

初
め

て
取

り
組

む
方

，
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

 
目

指
す

方
は

ぜ
ひ

ご
参

加
く

だ
さ

い
。

 
 ※

こ
の

セ
ミ

ナ
ー

は
、

東
北

大
学

大
学

教
員

準
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

To
ho

ku
 U

. P
FF

P
）

お
よ

び
 

新
任

教
員

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

To
ho

ku
 U

. N
FP

）
の

一
環

と
し

て
も

提
供

さ
れ

ま
す

。
 

 詳
細

・
お

申
し

込
み

は
こ

ち
ら
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tp
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x.

cg
i?

pr
og

ra
m

_n
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 日
時

：
20

16
年

12
月

16
日

（
金

）
15

:0
0-

17
:0

0 
講

師
：

Vi
nc

en
t S

cu
ra
（

東
北

大
学

高
度

教
養

教
育

・
学

生
支

援
機

構
 講

師
）

 
 研

究
発

表
や

留
学

生
対

応
な

ど
英

語
を

使
用

す
る

場
面

は
多

々
あ

り
ま

す
が

，
大

人
に

な
っ

て
か

ら
は

 
基

本
的

な
英

語
の

発
音

の
コ

ツ
を

丁
寧

に
学

ぶ
機

会
は

な
か

な
か

あ
り

ま
せ

ん
。

本
セ

ミ
ナ

ー
で

は
，

 
通

じ
る

英
語

に
欠

か
せ

な
い

リ
ズ

ム
や

ア
ク

セ
ン

ト
，

日
本

人
が

苦
手

と
す

る
音

を
と

り
あ

げ
，

 
ネ

イ
テ

ィ
ブ

講
師

に
よ

る
実

践
的

な
練

習
を

交
え

て
楽

し
く

学
び

ま
す

。
 

 詳
細

・
お

申
し

込
み

は
こ

ち
ら

 
ht

tp
s:

//w
w

w
.ih

e.
to

ho
ku

.a
c.

jp
/p

d/
in

de
x.

cg
i?

pr
og

ra
m

_n
um

=1
47

73
76
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 み
な

さ
ま

に
お

会
い

で
き

る
こ

と
を

楽
し

み
に

し
て

お
り

ま
す

！
 

 今
野

 
 PF

FP
/N

FP
 O

B
/O

G
通

信
【

16
-0

8】
（

通
算

第
33

号
）

 
--

 
（

署
名

省
略

）
 

 ⑨
【

PF
FP

/N
FP

 O
B

/O
G
】
「

東
京

同
門

会
」

設
立

と
1
月

実
施

セ
ミ

ナ
ー

の
ご

案
内

  
20

16
年

1
月

10
日

 1
5:

01
 

 PF
FP

/N
FP

 O
B

/O
G

の
み

な
さ

ま
 

 東
北

大
学

 大
学

教
育

支
援

セ
ン

タ
ー

の
今

野
で

す
。

 
20

17
年

、
今

年
も

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
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 今
年

も
、

O
B

/O
G

の
方

々
か

ら
、

年
賀

状
、

年
賀

メ
ー

ル
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。

 
み

な
さ

ん
お

忙
し

い
の

に
、

大
学

教
育

支
援

セ
ン

タ
ー

の
こ

と
を

覚
え

て
い

て
く

れ
て

 
本

当
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
。

喜
ば

し
い

近
況

報
告

も
複

数
寄

せ
ら

れ
 

ス
タ

ッ
フ

一
同

で
喜

ん
で

お
り

ま
す

。
 

 10
月

に
お

送
り

し
た

O
B

/O
G

通
信

【
16

-0
5】

（
通

算
第

30
号

）
に

て
 

ご
案

内
し

て
お

り
ま

し
た

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

修
了

生
の

追
跡

調
査

を
か

ね
た

 
「

全
国

ユ
ー

ザ
会

議
」

が
無

事
、

昨
年

度
末

に
開

催
さ

れ
ま

し
た

！
 

遠
く

は
広

島
か

ら
も

ご
参

加
い

た
だ

き
、

20
11

年
度

～
20

15
年

度
ま

で
の

 
各

参
加

者
と

深
夜

ま
で

熱
い

議
論

が
交

わ
さ

れ
ま

し
た

。
 

ご
参

加
い

た
だ

き
ま

し
た

皆
さ

ま
、

本
当

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

 そ
こ

で
の

議
論

で
、

修
了

生
の

勤
務

先
が

全
国

に
広

が
っ

て
い

る
こ

と
も

あ
り

 
な

か
な

か
仙

台
に

集
ま

る
の

は
大

変
だ

け
れ

ど
、

関
東

支
部

な
ど

を
作

っ
て

み
て

は
 

ど
う

か
、

と
の

提
案

が
あ

り
ま

し
た

。
さ

っ
そ

く
P

FF
P

20
11

修
了

生
の

森
新

之
介

さ
ん

が
 

動
い

て
く

れ
ま

し
た

。
下

記
、

森
さ

ん
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
で

す
。

 
 **

**
**

**
**

**
 

ど
う

も
、

20
11

年
度

に
P

FF
P
を

修
了

し
ま

し
た

森
と

申
し

ま
す

。
 

こ
の

度
、

FB
に

「
To

ho
ku

 U
. P

FF
P

/N
FP

 東
京

同
門

会
」

と
い

う
グ

ル
ー

プ
を

開
設

し
ま

し
た

。
 

ht
tp

s:
//w

w
w

.fa
ce

bo
ok

.c
om

/g
ro

up
s/

36
01

33
54

43
48

17
3/

 
関

東
在

住
で

す
と

な
か

な
か

仙
台

で
の

集
ま

り
に

参
加

で
き

ま
せ

ん
が

、
こ

っ
ち

で
も

で
き

る
範

囲
で

 
旧

交
を

温
め

た
り

交
流

を
広

げ
た

り
し

て
い

き
た

い
で

す
。

 
当

面
は

、
所

属
に

関
係

な
く

参
加

で
き

る
FD

研
修

会
な

ど
あ

れ
ば

随
時

情
報

を
共

有
し

、
参

加
者

が
 

あ
る

程
度

の
人

数
に

な
っ

た
ら

都
内

（
新

宿
!?
）

で
顔

合
わ

せ
を

兼
ね

て
食

事
会

で
も

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

ご
参

加
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。
 

**
**

**
**

**
**

 
 各

終
了

年
度

別
に

仙
台

で
の

忘
年

会
や

新
年

会
な

ど
節

目
に

集
ま

り
が

開
催

さ
れ

て
い

る
旨

 
い

ろ
い

ろ
と

ご
連

絡
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

が
、

こ
う

し
て

修
了

生
の

手
に

よ
っ

て
地

域
支

部
が

 
出

来
る

と
い

う
の

は
、

と
っ

て
も

嬉
し

い
で

す
。

み
な

さ
ま

も
、

ぜ
ひ

！
 

 な
お

、
大

学
教

育
支

援
セ

ン
タ

ー
で

は
下

記
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
、

SN
S
で

も
情

報
を

配
信

し
て

お
り

ま
す

。
 

ぜ
ひ

の
ぞ

い
て

み
て

く
だ

さ
い

。
 

 fa
ce

bo
ok
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tp

s:
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w
w.

fa
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D
to
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 tw

itt
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ht
tp

s:
//t

w
itt

er
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/C

PD
_t
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ok

u 
 C

P
D
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
 

 
ht

tp
://

w
w

w.
ih

e.
to

ho
ku

.a
c.

jp
/C

P
D

/ 
  全

国
ユ

ー
ザ

会
議

の
様

子
は

、
ま

た
改

め
て

ご
案

内
い

た
し

ま
す

。
お

楽
し

み
に

！
 

  そ
れ

で
は

、
1
月

の
セ

ミ
ナ

ー
を

ご
案

内
い

た
し
ま

す
。
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━

━
━

 
【

PD
セ

ミ
ナ

ー
】

 
「

デ
ィ

ス
レ

ク
シ

ア
―

読
み

書
き

困
難

―
へ

の
気

づ
き

と
支

援
」

 
 【

日
 

時
】

20
17

年
1
月

17
日

（
火

）
 

15
：

00
-1

8：
00

 
【

場
 

所
】

東
北

大
学

 川
内

北
キ

ャ
ン

パ
ス

 
 

 
 

 
 

教
育

・
学

生
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
東

棟
4
階

 
大

会
議

室
 

 今
野

が
企

画
し

ま
し

た
セ

ミ
ナ

ー
で

す
。

ご
興

味
の

あ
る

方
、

ぜ
ひ

お
越

し
く

だ
さ

い
！

 
 【

趣
旨

】
 

会
話

も
流

暢
に

で
き

，
知

的
能

力
も

標
準

域
に

あ
り

な
が

ら
，

文
字

情
報

の
処

理
が

ス
ム

ー
ズ

に
い

か
な

い
 

「
デ

ィ
ス

レ
ク

シ
ア

」
（

読
み

書
き

困
難

）
の

存
在

が
明

ら
か

に
な

っ
て

き
て

い
ま

す
。

本
人

の
努

力
不

足
や

 
怠

け
心

で
は

な
く

，
脳

の
働

き
や

使
い

方
が

異
な

る
た

め
に

起
き

る
症

状
で

あ
る

こ
と

が
解

明
さ

れ
て

き
ま

し
た
。

 
一

方
で

，
ト

ー
マ

ス
・

エ
ジ

ソ
ン

や
ト

ム
・

ク
ル

ー
ズ

な
ど

の
著

名
人

も
デ

ィ
ス

レ
ク

シ
ア

で
あ

っ
た

と
す

る
説

も
あ

り
，

 
各

分
野

で
才

能
を

発
揮

し
て

い
る

例
も

報
告

さ
れ

て
い

ま
す

。
読

み
書

き
困

難
を

伴
う

学
生

に
出

会
っ

た
場

合
，

 
大

学
や

大
学

教
員

は
ど

の
よ

う
に

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
る

で
し

ょ
う

か
？

 
本

セ
ミ

ナ
ー

で
は

，
言

語
発

達
や

読
み

書
き

困
難

等
に

関
連

す
る

研
究

者
で

あ
り

，
小

学
生

か
ら

成
人

ま
で

の
 

読
み

書
き

に
関

す
る

相
談

に
応

え
て

き
た

ご
経

験
を

お
持

ち
の

川
崎

聡
大

先
生

を
講

師
に

お
迎

え
し

，
 

デ
ィ

ス
レ

ク
シ

ア
の

症
状

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
や

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
手

法
，

事
例

に
加

え
，

ワ
ー

ク
も

取
り

入
れ
な

が
ら

 
大

学
に

お
い

て
実

施
可

能
な

対
応

に
つ

い
て

考
え

ま
す

。
 

大
学

教
職

員
を

は
じ

め
，

関
心

を
寄

せ
る

み
な

さ
ま

の
ご

参
加

を
お

待
ち

し
て

い
ま

す
。

 
 〈

主
催

〉
東

北
大

学
 

高
度

教
養

教
育

・
学

生
支

援
機

構
 

〈
共

催
〉

東
北

大
学

大
学

院
 

教
育

学
研

究
科

 
 【

お
申

込
み

】
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 寒

い
日

が
続

き
ま

す
の

で
、

ど
う

か
ご

自
愛

く
だ

さ
い

！
 

 今
野

 
 PF

FP
/N

FP
 O

B
/O

G
通

信
【

16
-0

9】
（

通
算

第
34

号
）

 
--

 
（

署
名

省
略

）
 

 ⑩
【

PF
FP

/N
FP

 O
B

/O
G
】

20
16

年
度

プ
ロ

グ
ラ

ム
成

果
報

告
会

の
ご

案
内

  
20

16
年

3
月

2
日

 1
5:

58
 

 To
ho

ku
 U

. P
FF

P
/N

FP
 O

B
/O

G
の

み
な

さ
ま

 
 東

北
大

学
 大

学
教

育
支

援
セ

ン
タ

ー
の

今
野

で
す

。
 

ご
無

沙
汰

し
て

お
り

ま
す

。
 

 現
在

、
PF

FP
/N

FP
の

海
外

他
大

学
訪

問
調

査
で

今
年

度
の

P
FF

P
/N

FP
参

加
者

と
 

バ
ー

ク
レ

ー
に

来
て

い
ま

す
。

リ
ン

ダ
も

サ
ブ

リ
ナ

も
元

気
で

す
。

 
今

年
の

カ
リ

フ
ォ

ル
ニ

ア
は

雨
が

多
い

と
聞

い
て

い
た

の
で

す
が

、
今

の
と

こ
ろ

 
天

候
に

も
恵

ま
れ

て
、

充
実

し
た

研
修

の
日

々
を

過
ご

し
て

い
ま

す
。

 
 さ

て
、

3
月

23
日

（
木

）
に

、
今

年
度

の
プ

ロ
グ
ラ

ム
成

果
報

告
会

を
開

催
す

る
こ

と
に

 
な

り
ま

し
た

。
ぜ

ひ
多

く
の

O
B

/O
G

の
み

な
さ

ん
に

参
加

し
て

い
た

だ
き

た
く

思
い

ま
す

。
 

 年
度

末
で

お
忙

し
い

時
期

か
と

は
思

い
ま

す
が

、
ご

都
合

が
合

え
ば

ぜ
ひ

ご
参

加
く

だ
さ

い
！
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【
20

16
年

度
プ

ロ
グ

ラ
ム

成
果

報
告

会
】

 
 

20
17

年
3
月

23
日

（
木

）
13

:0
0-

16
:0
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川
内

北
キ

ャ
ン

パ
ス

 川
北

合
同

研
究

棟
 C

A
H

E
ラ

ウ
ン

ジ
 

 【
20

16
年

度
プ

ロ
グ

ラ
ム

成
果

報
告

会
 

修
了

祝
賀

会
】

 
 

20
16

年
3
月

23
日

（
木

）
19

:0
0～

 
 

仙
台

駅
周

辺
、

ま
た

は
国

分
町
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 ご
参

加
い

た
だ

け
る

場
合

に
は

、
3
月

9
日

（
木

）
ま

で
に

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

 
ご

返
信

の
際

に
は

、
下

記
の

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

を
ご

利
用

く
だ

さ
い

。
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氏

名
：

 
 【

成
果

報
告

会
】

 
出

席
す

る
／

出
席

し
な

い
 

【
修

了
祝

賀
会

】
 
出

席
す

る
／

出
席

し
な

い
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 ま

た
、

4
月

か
ら

新
た

な
所

属
先

に
移

ら
れ

る
方

も
い

ら
っ

し
ゃ

る
か

と
思

い
ま
す

。
 

そ
の

際
に

は
、

ぜ
ひ

ご
一

報
を

い
た

だ
け

る
と

嬉
し

い
で

す
。

 
 皆

さ
ま

の
ご

参
加

を
心

よ
り

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
！

 
 今

野
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「CPDtohoku」で検索
@CPD_tohoku

http://www.ihe.tohoku.ac.jp/CPD/pffp URL
【お問い合わせ先】

東北大学高度教養教育・学生支援機構
大学教育支援センター
〒980-8576 仙台市青葉区川内 41
TEL.022-795-4471　FAX.022-795-4749
E-mail：tu-pffp@ihe.tohoku.ac.jp

事前説明会を開催します

2016年4月 28日（木）　16:00-17:30

このプログラムには、大学教員の仕事を総合的に学ぶフルコース（30 時間程度）と、教育実践を中心としたショートコース（15 時間程度）があります。
すべての活動に参加・課題を提出した受講者には、修了証（フルコース）もしくは受講証明書（ショートコース）が授与されます。

募集要項公開　2016年 5月 2日（月）

東北大学大学教員準備プログラム
2016年度

全国の

大学院
生・

ポスド
ク等

対象

大学教員を目指す
大学院生・ポスドクの
みなさん

東北大学大学教育支援センター HP よりダウンロード
http://www.ihe.tohoku.ac.jp/CPD/pffp

募集期間　　　2016年 5月 9日（月）～27日（金）

●プログラムの概要
●過去の参加者による体験談
●質疑応答、など

青葉記念会館 4 階 401
テレビ会議にて同時中継

川北合同研究棟 101
メイン会場

川  内
北キャンパス

青葉山
キャンパス

将来、大学教員になるために知っておくべきことは、どんなことでしょうか。
東北大学 大学教員準備プログラム Tohoku U. PFFP で、
大学教員に求められる能力や知識、実践力を身につけませんか？

Tohoku University Preparing Future Faculty Program (Tohoku U. PFFP)

89



大学教員の仕事は多岐にわたり、
新任教員は戸惑いや大きなストレスにさらされることが少なくありません。
東北大学 新任教員プログラム Tohoku U. NFP で、
大学教員に求められる能力や知識、実践力を身につけませんか？

「CPDtohoku」で検索
@CPD_tohoku

http://www.ihe.tohoku.ac.jp/CPD/nfp URL
【お問い合わせ先】

東北大学高度教養教育・学生支援機構
大学教育支援センター
〒980-8576 仙台市青葉区川内 41
TEL.022-795-4471　FAX.022-795-4749
E-mail：tu-pffp@ihe.tohoku.ac.jp

事前説明会を開催します

2016年4月 28日（木）　16:00-17:30

このプログラムには、大学教員の仕事を総合的に学ぶフルコース（30 時間程度）と、教育実践を中心としたショートコース（15 時間程度）があります。
すべての活動に参加・課題を提出した受講者には、修了証（フルコース）もしくは受講証明書（ショートコース）が授与されます。

募集要項公開　2016年 5月 2日（月）

東北大学
Tohoku University New Faculty Program (Tohoku U. NFP)

2016年度

新任教員プログラム

全国の

新任大
学教員

対象

大学のこれからを担う
フロントランナーに

東北大学大学教育支援センター HP よりダウンロード
http://www.ihe.tohoku.ac.jp/CPD/nfp

募集期間　　　2016年 5月 9日（月）～27日（金）

●プログラムの概要
●過去の参加者による体験談
●質疑応答、など

青葉記念会館 4 階 401
テレビ会議にて同時中継

川北合同研究棟 101
メイン会場

川  内
北キャンパス

青葉山
キャンパス
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FP
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h

o
k

u
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P
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e
p

a
r

i
n
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F
u

t
u

r
e

F
a

c
u

l
t

y
 

P
r

o
g

r
a

m

大
学
教
員
準
備

プ
ロ
グ
ラ
ム

仕
事
を

理
解
す
る

自
己

省
察
力
を

養
う

基
礎
知
識
を

得
る

実
践
力
を

磨
く

比
較
の
目
を

育
て
る

同
僚
と

つ
な
が
る

先
達
か
ら

学
ぶ

大
学
教
員
を
目
指
す

大
学
院
生
・
ポ
ス
ド
ク
の

み
な
さ
ん
へ

将
来
、大
学
教
員
に
な
る
た
め
に

知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

東
北
大
学
 大
学
教
員
準
備
プ
ロ
グ
ラ
ム

To
h
ok
u
 U
. 
P
F
F
P
で

大
学
教
員
に
求
め
ら
れ
る
能
力
や
知
識

実
践
力
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
？

東
北
大
学
の
み
な
ら
ず
、

全
国
の
大
学
院
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
参
加
大
学
一
覧
：

岩
手
大
学
、熊
本
大
学
、東
北
工
業
大
学
、東
北
学
院
大
学
、

仙
台
白
百
合
大
学
、い
わ
き
明
星
大
学
、東
日
本
国
際
大
学
、

理
化
学
研
究
所
、（
株
）内
田
洋
行

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

東
北
大
学
高
度
教
養
教
育
・
学
生
支
援
機
構

大
学
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

〒
98
0-
85
76
 仙
台
市
青
葉
区
川
内
41

T
E
L.
02
2-
79
5-
44
71
　
F
A
X
.0
22
-7
95
-4
74
9

E
-m
ai
l：
tu
-p
f  f
p
@
ih
e.
to
ho
ku
.a
c.
jp

「
C
P
D
to
h
o
ku
」で
検
索

@
C
P
D
_t
o
h
o
ku

ht
tp
:/
/w
w
w
.i
he
.t
oh
ok
u.
ac
.j
p
/C
P
D
/p
f f
p
/

H
P

全
国
の

大
学
院
生

（
博
士
課
程
後
期
）

・
ポ
ス
ド
ク

対
象

東
北
大
学

東
北
大
学
高
度
教
養
教
育
・
学
生
支
援
機
構
　
大
学
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

P
FFPは

、大
学
教
育
や

研
究
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、具
体
的
か
つ
実
践

的
に
考
え
さ
せ
て
く
れ

る
場
所
で
し
た
。大
学
教

員
を
目
指
す
若
手
研
究

者
や
学
生
に
と
っ
て
、貴
重
な
試
行
錯
誤

の
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。将
来
を
見
据
え
る

こ
と
で
、現
在
の
立
ち
位
置
や
研
究
に
つ

い
て
も
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
得
た
も
の
は
、教
育
の
理

論
や
そ
の
実
践
方
法
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。濃
密
な
時
間
を
過
ご
し
た
メ
ン

バ
ー
と
の
つ
な
が
り
は
、研
究
分
野
を
超
え

た
も
の
で
あ
り
、私
の
一
生
の
財
産
で
す
。

東
北
大
学
 薬
学
研
究
科
  助
教

笹
野
 裕
介
（
2011年

度
受
講
）

湘
北
短
期
大
学

総
合
ビ
ジ
ネ
ス
・
情
報
学
科
 

専
任
講
師

熊
谷
 摩
耶

（
2014

年
度
受
講
）

将
来
の
大
学
教
員
と
し
て
必
要
な
知
識

や
経
験
を
得
る
だ
け
で
は
な
く
、異
分
野

の
熱
意
あ
る
若
手
研
究
者
や
先
達
教
員

た
ち
と
の
交
流
を
通
し
て
自
身
の
教

育
観
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
抱
い
て
い
た
教
員

と
し
て
働
く
こ
と
へ

の
不
安
を
和
ら
げ
て

く
れ
た
非
常
に
貴
重

な
機
会
で
し
た
。

東
北
大
学
 文
学
研
究
科
  D
3

山
田
 今
日
子
（
2013

年
度
受
講
）

参
加
者
と
接
し
て
い
る
と
、彼
ら
が
教

育
活
動
に
対
し
て
真
摯
に
向
き
合
い
、

様
々
な
こ
と
を
考
え
、悩
み
、自
分
自
身

を
向
上
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
。教
員
に
な
る
前
や

な
り
た
て
の
時
期
に
、こ
の
よ
う
な
経

験
が
で
き
る
の
は
本
当
に
幸
せ
で
す

ね
。さ
あ
、あ
な
た
も
大
学
教
員
へ
の

扉
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

先
達
教
員
の
声

先
達
教
員
の
声

東
北
大
学
 

災
害
科
学
国
際
研
究
所
　
教
授

邑
本
 俊
亮
先
生

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、複
数
の
教
員
か

ら
様
々
な
コ
メ
ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
が

も
ら
え
ま
す
。異
な
る
専
門
分
野
の
参

加
者
や
O
Bと
の
交
流
も
き
っ
と
い
い

刺
激
に
な
る
で
し
ょ
う
。大
学
教
員
を

目
指
す
人
、教
員
に
な
っ
た
ば
か
り
の

人
に
、意
欲
と
自
信
を
持
た
せ
て
く
れ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

東
北
大
学
 

高
度
教
養
教
育
・
学
生
支
援
機
構
　
教
授

佐
藤
 勢
紀
子
先
生

今
ま
で
研
究
の
こ
と
し
か
考
え
て
こ
な
か
っ

た
け
ど
、幅
広
い
教
員
生
活
を
や
っ
て
い
け

る
か
不
安
・・・

こ
ん
な
悩
み
に
向
き
合
う

機
会
を
く
れ
た
の
が
P
FFPで

し
た
。同
世

代
の
若
手
研
究
者
や
多
く
の
先
達
教
員
と

の
交
流
を
通
じ
て
、大
学
教
員

の
役
割
を
じ
っ
く
り
考
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

東
海
大
学

課
程
資
格
教
育
セ
ン
タ
ー

助
教
斉
藤
 仁
一
朗

（
2013

年
度
受
講
）

Tohoku U
. PFFP 

Tohoku U
niversity 

Preparing Future 
Faculty Program
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To
h

o
k

u
 U

. 
P

FF
P

P
re

p
a

ri
n

g
 F

u
tu

re

Fa
c

u
lt

y
 P

ro
g

ra
m

仕
事
を
理
解
す
る

大
学
教
員
の
役
割
や
専
門
性
に
つ
い
て

学
び
ま
す

基
礎
知
識
を
得
る

授
業
設
計
、運
営
に
必
要
な
理
論
を

学
び
ま
す

自
己
省
察
力
を
養
う

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン（
省
察
）に
よ
り
、自
身
の
実
践

結
果
を
ふ
り
返
る
力
を
身
に
つ
け
ま
す
　

比
較
の
目
を
育
て
る

異
分
野
の
研
究
・
教
育
文
化
に
触
れ
、

比
較
の
視
点
を
養
い
ま
す

同
僚
と
つ
な
が
る

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
育
み
、組
織
の
一
員

と
し
て
の
大
学
教
員
に
つ
い
て
考
え
ま
す先
達
か
ら
学
ぶ
　

経
験
豊
か
な
先
輩
教
員
が「
先
達
」と
し
て

皆
さ
ん
の
成
長
を
応
援
し
ま
す
　

他
大
学
訪
問
調
査
（
オ
プ
シ
ョ
ン
）

他
大
学
の
授
業
参
観
、教
員
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
、多
様
な
大
学
の
在
り
方
な
ど
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
す
。参
加
者
は
希
望
調
査
の
う
え
、選
抜
に
よ
り
決
定
し
ま
す

（
2泊
3日
）予
定
　
※
渡
航
・
宿
泊
費
は
東
北
大
学
高
度
教
養
教
育
・
学
生
支
援
機
構
が
負
担
し
ま
す

実
践
力
を
磨
く

授
業
実
践
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

得
て
、自
信
を
つ
け
ま
す

修 了 証

翌 年 3 月

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
自
己
省
察
）
の
実
践

約
30
時
間

7 月
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

教 授 ・ 学 習 に 関 す る セ ミ ナ ー

シ ラ バ ス 作 成 セ ミ ナ ー

テ ィ ー チ ン グ 実 践

授 業 参 観

院 生 指 導 法 セ ミ ナ ー

他 大 学 訪 問 （ オ プ シ ョ ン ）

最 終 課 題 レ ポ ー ト

東
北
大
学

大
学
教
員
準
備
プ
ロ
グ
ラ
ム

未
来
の
同
僚
や
経
験
豊
富
な
先
達
教
員
と
の
対

話
、様
々
な
大
学
か
ら
集
ま
っ
た
大
学
院
生
た
ち

が
活
動
す
る
こ
と
で
、大
学
教
員
と
し
て
の
自
分
、

教
育
観
、大
学
教
育
を
考
え
る
視
野
を
身
に
つ
け
ま
す
。
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オリエンテーション「PFFP/NFP へようこそ」
【日時】2016 年 7 月 16 日（土）10:00～17:30 
【会場】東北大学 川内北キャンパス 教育・学生総合支援センター東棟 4 階 大会議室 
【概要】2016 年度のプログラム参加者の顔合わせを行うとともに，大学教育の課題と大学教員の役割に関

する講義の受講，比較教育学の視点を組み入れたワークショップの実施を通して，本プログラム

に対する理解を深めた。また，先達教員らとともに昼食をとり，交流を図った。2015 年の実践か

ら，講義と参加者紹介の順序を逆にし，昼食時の交流の活性化につながるよう工夫した。

【タイムテーブル】 

10:00-10:10 はじめに

10:10-10:40 社会の中の大学教員 

大学教育支援センター長 羽田 貴史 教授

10:40-11:00 質疑応答

11:00-11:10 休憩

11:10-12:00 参加者自己紹介・他己紹介セッション

12:00-12:30 先達教員自己紹介（含むビデオメッセージ）

12:30-13:30 ランチ懇親会

13:30-16:00 比較の目を育てるワークショップ

大学教育支援センター 杉本 和弘 教授

16:00-16:10 休憩

16:10-17:00  配布資料の活用法と課題の確認

17:00-17:30 誓約書，今後の日程について（質疑応答含む）

【講演資料】（抜粋） 
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【当日の様子】 

 
他己紹介の様子 先達を囲んでのランチ 

 
ワークショップに取組む参加者 

 

【参加者の声】（抜粋） 

 大学教員とはどのような職業について，羽田先生の経験を聞くことで具体的なイメージを持つことがで

きました。一般的に大学の先生の仕事を訪ねると，「私の専門は○○○」と専門分野を答えることが多い

ですが，羽田先生が学問や研究だけが大学の仕事ではなく，組織マネジメントや学生への教育なども大

学の仕事であるとおっしゃっていたのが印象的で，改めて大学の仕事の多様性に気づくことができまし

た。また、大学の仕事は医師や法曹職と異なり，自営することができず，組織に雇用されて専門性を発

揮するものであるということを学びました。大学教員は多様な能力が求められるため，今回の PFFP の研

修では大学教員の概念の理解はもちろんのこと，先達教員や研修をともに行う方のスキル等も学び多様

性を理解し，人間関係を構築していきたいと考えております。（PFFP／フル） 

 羽田先生からは「大学教員の役割とキャリア・ステージ」というタイトルで講義があった。「対人関係に

優れていると学生に学ぶ気持ちを起こさせるような温かく近い関係を学生と結ぶことができる」ことや，

若いうちにアカデミックスキルを身体化すること，教員経験 8 年，約 38 歳で 1 人前感を持つという調査

結果，天下の東京大学でも採用が増えた 1000 人は任期付き教員であることをお聞きした。今回のオリエ

ンテーションで参加メンバーの他己紹介を聞き，若い人の学歴，経歴のまぶしさと併せて，聞けば聞く

ほど，自分が転向するのは難しいのではないか，不利なことだと，意気消沈した。言葉尻はきついし，

アカデミックスキルがそれほど身に付いているとも思えない。私は家族を養わなくてはならないので，

任期付きなどという不安定な職に就くわけにもいかない。しかし，これらの不安はこれまで漠然と感じ

ていたものであり，それが，羽田先生により，データとして示されたことで，現実を直視する機会を得

たとも言える。つまりは，そこに近づいていくのかどうか，という自分自身の問題に立ち返ったのであ

る。（PFFP／ショート） 

 NFP プログラムへの採用が決まってから、心待ちにしていた初日を、とても緊張した気持ちで迎えた。

このプログラムへの参加を決めた一番の理由は、新任教員としてのいろいろな経験や悩みを共有し合い、

刺激し合い、支え合える仲間を見つけることだった。そのような出会いがあることへの期待の一方で、

濃密な時間を共有することになるだけに、もし合わなかったら、ついていけなかったら、馴染めなかっ

たら、という不安も大きなものだった。開始前にグループ内で会話が起こることはなく、その不安はさ

らに大きくなっていたが、自己紹介、他己紹介をきっかけに、一度場の空気が緩むと、その後、抱えて

いた不安は消え、今後への期待が大きくなっていった。わずか数分の自己紹介、他己紹介の中で、お互

いに小さな共通点を見つけ出すことができたことが、役立っていたように思う。また、メンバーそれぞ

れが異なる専門分野を持っていることはもちろんだが、それだけでなく、これまでの社会経験、文化的

背景、教育に関する経験などが非常にバラエティに富んでいることがわかった。特に大学以外での教育

に携わった経験、教育現場以外での職務経験、海外での職務経験、育児等の私生活と仕事との両立経験

などは、自分にはないもので、多様な新しい視点を得られるように感じた。一方で、100 名以上の学生を

対象とした講義の経験や、実習指導といった経験は、自身の特色として、他のメンバーに共有できるも

のであるとも思った。今後、そうした互いの強みをシェアし合うことで、ひとりでは得られないいろい

ろな気づきを得たり、自分の引き出しを広げたり、困った場面での対処方法を増やしたりしていくこと

ができれば、非常に有益だと感じた。昼食の際には、学生から意見が出ない際にどうしたら良いか、学

生のモチベーションを高めるにはどうしたら良いか、という質問が出て意見交換がなされた。他のメン

バーの工夫点は大変参考になるものであった。特に、意見が出ない時にはまず少人数のグループでディ

スカッションをしてもらい、その内容を発表するようにする、というのは、すぐに取り入れることがで

きそうだと感じた。ただ、この際、せっかく先達教員の方がいてくださったのに、遠慮の気持ちなども

あり、ご意見を伺うことができなかったことが、もったいなかったと思った。同世代でのディスカッシ

ョンは、身近な意見が得られて参考になると同時に、やはり経験の少なさという弱点があるため、今後

同じような機会があれば、もっと積極的に先達教員のご経験を伺得るようにしたいと思った。（NFP／フ

ル） 
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基礎知識を得る「大学の授業を設計する―授業デザインとシラバス作成」 
【日時】2016 年 8 月 25 日（木）13:00～17:00 
【会場】東北大学 川内北キャンパス 教育・学生総合支援センター東棟 4 階 大会議室 
【概要】大学の授業における目標・活動・評価について，事前に参加者が作成したシラバスを改善するこ

とを通して考えた。本セミナーは，拠点事業による PD セミナーとの合同開催とし，プログラム

参加者以外の一般申込による応募者も参加した。

【タイムテーブル】 

13:00～13:05 開会あいさつ

羽田 貴史（大学教育支援センター長 羽田 貴史 教授）

13:05～16:55 授業デザインとシラバス作成に関する解説

各自のシラバスを使った演習

ルーブリックの役割と使用例

まとめ

串本 剛（東北大学高度教養教育・学生支援機構 准教授）

16:55～17:00 閉会あいさつ

今野 文子（東北大学高度教養教育・学生支援機構 講師）

【セミナー資料】（抜粋） 

【当日の様子】 

講師の串本准教授 直接アドバイスをもらう参加者 ワークに取組む参加者 
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【参加者の声】（抜粋） 

 串本先生から教えていただいた「目標→成績評価方法→内容という順番で書き、目標には 低限の意図

する学習成果を記述する」というシラバスの書き方は新鮮だった。とくに、事前課題でシラバス作成を

したときは、授業内容から書きはじめ、授業目標に関しては、「授業を完全に習得した状態の理想の学生

が達成している目標」を念頭に漠然と書いただけだったので、「単位を取った水準の学生が 低限習得し

ておくべき授業目標」という、シラバスにおける授業目標の意義が明確になったのは非常に勉強になっ

た。ただし(とくに必須科目では)ある一定数の学生に単位を取らせないといけないことが現実的に起こり

うるので、「 低限の目標」をどのように設定するのかは結構難しい問題だと思われる。自分の設定する

「 低限の目標」と、学生が達成できる目標には齟齬が生まれる可能性があるので、この調整に関して

は現実に授業経験を通して身につけて行く必要があると思った。また、成績評価方法に関しては、事前

課題では、知識や技能に偏った書き方だったのだが、態度に関しても成績として評価することも学んだ。

ただし、物理学のような理系科目では、どんなに授業態度が良くても、やはり習得するべき知識、技能

が一定水準まで身についていないと評価は難しいと思われるので、学習態度をどの程度考慮するかにつ

いては今後考えていきたい。ただし、物理学においても、ゼミ形式の授業の場合は、ゼミの議論への参

加態度も非常に重要になるので、今回学んだ学修時間から「知識・技能・態度」の適切な点数配分を考

える方法は有用であった。また、今後例えば文系などの物理学の専門外の学生に「物理学概論」のよう

な講義をするときには、レポートを提出させて評価をすることがありうるので、基準を明確にして、そ

の日の体調や気分に左右されずにレポート評価を客観的にするための「ルーブリック」の作成を学べた

ことは非常にためになった。 
（PFFP／フル） 

 これまでのシラバス作成は、前任者のものをそのまま引き継ぐ場合が多かったので、事前課題がなかな

か難しかったというのが正直な感想だった。一番難しかった点は、今回のセミナーの内容とは直接的に

は関連しないのだが、当該科目の全学課程における位置付けが理解できていないため、何をどのように

考えて目標を立てるのが適切かということが十分に検討できなかったことであった。実際、現在担当し

ている大学院の科目も、そうした情報は得ないままに前任者のシラバスを参考にして組み立ててしまっ

たが、今後実際に授業を担当する際には、そうした点をきちんと確認してから作成にあたりたいと感じ

た。（NFP／フル） 

 本シラバス作成に関する説明の中で、印象的だったことはシラバスという形で授業内容や評価方法につ

いてできるだけ定量的に透明化することで、基準が明確になるため教員の手間が軽減されるのと、学生

も目標を見据えることができるようになるので、より授業目標達成に近づくことができるという考え方

を繰り返し強調されているところだった。一見すると自然な考え方だが、特に評価方法に対してはたし

て明確化するべきなのかどうかについて私の中で答えを見いだせず苦しんでいる問題である。私は実験

などのレポート課題を出すときは「探究活動を行う力をつけるために、誰かに評価されるためではなく

できるだけ自由な発想で考えてほしい」と考えている。そのため、レポートに対してあまりに明確な評

価基準を作ってしまうと、「優秀なレポート像」が出来上がってしまい、自分なりにいいと思う実験やレ

ポートを模索しなくなってしまうのではないかと考えている。（NFP／フル） 

 シラバスを事前に書いたときには「どんぶり勘定」で書いていたことに気付いた。というか，書いてい

る 中にも気付いてはいたが，それでもまあいいのではないかという感じがしていた。D チームの遠藤

さんと周さんも同様の趣旨のことをおっしゃっていた。そういう現状の下で今回のセミナーにおいてシ

ラバス執筆の指針と雛形を得たことは大きかった。遠藤さんと周さんはすでに授業を経験しているので，

冒頭でのチーム内での発表のときには，さすがよく考えられているなと感じた。しかし，私は今は学生

である。分からなくて当然という気持ちで恥を恐れずにできる限り正直でいようという方針を持った。

「人生苦あれば楽あり」とはよく言ったもので，事前に苦労して授業設計をしておけば，後で（評価の

ときに）楽に仕事ができる。（PFFP／ショート） 

 今回のセミナーを受講したことで、授業設計やシラバス作成時の明確な指針や手法論を紹介いただいた

こと今後非常に活用できると感じた。参加人数が多いので難しいとは思うが、可能であれば各参加者の

シラバスの修正案や指摘などをして頂きたかった。また、グループ分けしたが参加者同士で議論する時

間があまりとれていなかったので非常に残念に感じた。個人的には、スタッフの皆さんの負担もあると

思いますが、午前中から開始してよりグループ内で相互に議論できる時間を取ってほしかった。（NFP／
ショート） 
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基礎知識を得る「授業づくり：準備と運営」 
【日時】2016 年 9 月 14 日（水）13:00～15:00 
【会場】東北大学 川内北キャンパス教育・学生総合支援センター東棟 4 階大会議室 
【概要】学習者が集中し，十分に理解できるような授業をつくるためには何に留意し，どのような準備を

して，いかに授業を展開するとよいのかについて，1 回の講義形式の授業を念頭に置き，学習者

の認知面，心理面から授業作りについて学んだ。 
【タイムテーブル】 

13:00～13:05 開会あいさつ 
羽田 貴史（東北大学 高度教養教育・学生支援機構 大学教育支援センター長） 

13:05～14:55 講演「授業づくり：準備と運営」 
邑本 俊亮（東北大学 災害科学国際研究所 教授） 

14:55～15:00 閉会あいさつ 
岡田 有司（東北大学高度教養教育・学生支援機構 准教授） 

 

【セミナー資料】（抜粋） 

 
 

【当日の様子】 

 
講師の邑本教授 

 
セミナーの様子 

 
質疑応答の様子 

 

【参加者の声】（抜粋） 

 伝わるのは授業内容だけではなく、学生とのコミュニケーションも重要だ。こういったことは自分もそ

う思っているが、実施するのは難しい。非言語を使うのは内向的な自分にとっては決して簡単ではない。

中でもパラ言語という言葉がはじめて聞いた。 後、「ポジティブな気分で授業しよう」という点を見て、

自分の過去の姿を思い出した。自分は性格的にはどちらかというと暗い人間だと思っており、自分の本

性を隠す、あるいはかえることができるのか。しいて言えば、自分は本当に大学教員に向いているのか、

今からじっくり考えねばならない。つまり、どうやら自分が教師という職業を甘く見たということだ。

この職業は思っていたよりはるかに挑戦的だ。（PFFP／フル） 

 開催日当日は大学院入試だったため、ISTU での受講となってしまった。ISTU での受講は、関心のある
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箇所を繰り返し見られるという利点がある一方で、その場に参加して受講するのとは、自分の気持ちの

動かされ方が違うものだと感じた。これが「伝わるのは授業内容だけではない」ということのひとつの

表れなのかもしれないとも思った。後期になり、単独で担当する講義が初めて始まった。このタイミン

グで今回のテーマを聞くことができたことは、本当に参考になり、講義内容はいずれもすぐに自分の授

業に取り入れたいと思うものであった。全体を通して印象的だったのは、学生の状態を知っておくこと

の重要性についてであった。講義をする際に受講者の知識に合わせたレベルで話をすることが重要であ

る、ということはよく指摘されることであり、理解もしているつもりであった。医療の分野でも、医療

者と患者は知識の差が大きいので、その点を理解して話をすることが重要であるというのは常に言われ

ることであり、心理士が現場で働く際の問題点としても「専門用語を使いすぎる」ということがあげら

れることはしばしばある。しかし、このことをさらに拡大し、既有知識との関連付けや、知識の活性化

なども、自発的にしてもらえるとは限らないということを理解し、工夫を行うことはしてこなかったよ

うに思う。特に、「〇〇Ⅱ」のような授業を担当している場合、「〇〇Ⅰ」のカリキュラムに含まれてい

る内容については、知っていて当然と考えて触れないことが多く、「これは以前やりましたね？」の一言

で流すことも多々有る。少なくとも、意識的にこちらで関連付けを促すということはしていなかった。

講義の中であったワークをきっかけに、逆に自身のことを振り返ってみると、授業のみならず、日常生

活においても、知識の関連付けが行われない場面、人から指摘されて「あぁ言われてみれば！」となる

場面は多々生じていることに気づいた。今後は、新規情報を説明するときのみならず、既有知識の応用

といった話をする際にも、受講者の状態についてできるだけ理解しようとする姿勢を怠らないとともに、

受講者や学生に頼りすぎない姿勢が必要なのだと思った。（NFP／フル） 

 認知心理学の知識を授業に生かすことは大変有効であるということはずっと前から聞いていましたが、

具体的にはどのようにすればいいか分かりませんでした。今回のプログラムを通して、それについて大

変勉強になったと思います。授業の内容を学生に伝えるために、まずは伝わらない理由を知っておく必

要があります。振り返ってこれまでの自分の授業を見てみると、残念ながら幾つか当てはまってしまっ

たものがありました。もっとも気になったのは、やはり知識のギャップです。私自身は言語学の専門な

ので、語学の授業をする時も、無意識的に言語学の専門用語を使って知識の説明をすることがありまし

たが、学生が必ずしも分かっているとは限らないので気をつけた方がいいと思います。また、理解の認

知プロセスを理解した上で、学習者の理解を支援する方法を考えることが出来ます。支援する方法がい

ろいろありますが、私の場合、一番気に入ったのは、知識の活性化による支援です。（PFFP／ショート） 

 【これまで】授業は好きなほうである。授業を実践するということよりも，学生と向き合っているとい

うことが恐らく好きなのである。まさしくコミュニケーションである双方向のやり取りができた時は大

きな喜びとなるし，伝えたいという教員の思いと理解したいという学生の思いが一体となる瞬間はやは

り感慨深いものがある。かといって，常時そのような瞬間を味わい良い実践ができているかと言えばさ

にあらず，授業後は激しく落ち込み，無力感に苛まれることもしばしばであるが，それでもなんとかこ

れまでこなしてきたのが現状である。しかし，できればこれから先は，明るく楽しく，今日はよく伝わ

った！！と達成感を伴う授業を増やしていきたいと強く望み，今回のセミナーに参加した。【セミナーを

通して】伝わらない理由に挙げられた「情報発信の不備」「知識のギャップ」「主題や要点が不明確」「言

葉だけでは不十分」の 4 点に関しては，どれも“そうそう”と共感をもって聴くことができたため，こ

れまでの経験を通して，学生に伝わらない要因そのものは自分なりに把握し意識化できていると感じた。

では，どうするか・・・が課題である。理解の認知プロセスについてでは， 初に説明があった既有知

識の活性化＝受け止める準備の必要性になるほどと思い，予習を真面目に行っていた頃の自身の遠い記

憶を探ると，確かに，知識を使って補った（行間を読んだ）感覚がそれとなく思い出された。この想起

によって，既有知識活性化の大切さが腑に落ちるとともに，知識を補うための素材をどう提供できるか

が 初のカギであると感じた。理解を支援する方法についてでは，授業の組み立てからメンタルモデル

の構築支援まで，ある程度は採り入れているように思ったが，邑本先生が例示されたものと比べると，

私の授業ではひとつひとつの採り入れ方が中途半端だったのではと振り返った。既習事項の想起を教示

するにしても，邑本先生が示されたような丁寧さはなく，冒頭にさらっと述べるにとどまっていると思

った。【今後の課題】今回のセミナーを通して，まずは，理解の認知プロセスをしっかり把握したうえで，

理解を支援する方法を確実に採り入れていくことが授業改善に向けての課題であると感じた。さらに，

頭では分かっているが実践するとなると難しいのが，教員のすべてが学生に伝播する点である。これま

では，保育者を養成する立場で，授業の冒頭には決まって身だしなみや遅刻学生への指導が入ることで

嫌な空気のなかで授業を進めざるをえなかったことも多い。そのあたりの教員側の気持ちの切り替えや

場の作り方など，授業参観の折に先達教員に尋ねてみたいと思っている。今回の学びを踏まえて，今後

は，少しでもポジティブな気持ちで学生と向き合い，自分自身を語れる魅力的な授業を目指していきた

い。（NFP／ショート） 
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先達から学ぶ「授業を見る聞く学ぶ」 
【日時】2016 年 7 月～2017 年 1 月 
【会場】東北大学，東北工業大学，東北医科薬科大学 
【概要】授業経験豊かな教員の授業を参観し，自分の教育活動を考えるヒントを得た。授業後の検討会で

は，授業内の教育活動や授業前の準備などについて授業実践者から学んだ。参加者は自身の都合

と興味関心に応じて， 低 3 件の授業参観を行うものとした。 
 

【参観対象授業一覧】 

 授業名 担当教員 参観日・講義会場 

1 
解析学 C 
常微分方程式入門 
（対象：工学部） 

見村万佐人 先生 
東北大学 
理学研究科 

2016.7.19（火）1 限 
東北大学 川内北 C101 

2 機能形態学１ 
（対象：工学部） 

平澤典保 先生 
東北大学 
薬学研究科 

2016.7.26（火）2 限 
東北大学 川内北 C101 

3 ハードウェアセキュリティ演習 
（対象：情報科学研究科） 

本間尚文 先生，林 優一 先生 
東北大学 
情報科学研究科 

2016.8.30（火）3 限 
東北大学 電子情報研究所 

4 

Program for 2016 Food & Agricultural 
Immunology Joint Lecture, Overview 
of vaccine development based on 
mucosal immunity. 
（対象：農学研究科博士後期課程） 

野地智法 先生 
東北大学 
農学研究科 

2016.10.11（火）3 限 
東北大学 
雨宮キャンパス 
農学研究科講義棟 10 番教室 

5 ディジタル信号処理 
（対象：情報通信工学科 3 年生） 

木戸博 先生 
東北工業大学 

2016.10.12（水）2 限 
東北工業大学 
八木山キャンパス 131 教室 

6 言語表現の世界 
（水曜：医歯薬工） 

邑本 俊亮 先生 
東北大学 
災害科学国際研究所 

2016.10.12（水）3 限 
東北大学 川内北 C301 

7 日本語表現 
（対象：知能エレクトロニクス学科） 

高橋 秀太郎 先生 
東北工業大学 

2016.10.13（木）4 限 
東北工業大学 
八木山キャンパス 121 教室 

8 制度の計量分析 
（対象：文学部・文学研究科） 

永吉 希久子 先生 

東北大学 

文学研究科 

2016.10.14（金）2 限 
東北大学 川内南 文学部 315 

9 行動科学各論・特論 
（対象：全，特に制限していない） 

佐藤 嘉倫 先生 

東北大学 

文学研究科 

2016.10.24（月）5 限 
東北大学 川内南 413 

10 差別と社会 
（対象：文学部・文学研究科） 

永吉 希久子 先生 

東北大学 

文学研究科 

2016.10.14（金）2 限 
東北大学 川内南 文学部 315 

11 英語 B2 
（対象：文教） 

トッド・エンスレン 先生 

東北大学 

高度教養教育・学生支援機構 

2016.11.10（木）4 限 
東北大学 川内北 A205 

12 市民と政治 
（対象：建築学科 3 年生） 

片山 文雄 先生 
東北工業大学 

2016.11.10（木）4 限 
東北工業大学 
長町キャンパス R129 

13 
確率モデル論 
（対象：大学院、学際高等研究教育

院・大学院共通科目） 

中尾 光之 先生 

東北大学 

情報科学研究科 

2016.11.11（金）1 限 
東北大学 青葉山 
情報科学研究科 2F 大講義室 

14 ゲーム理論入門 
（対象：全，特に制限していない） 

佐藤 嘉倫 先生 

東北大学 

文学研究科 

2016.11.11（金）3 限 
東北大学 川内南 
文学部第二講義室 

15 英語 C2 
（対象：全） 

ダニエル・アイコースト 先生 

東北大学 

高度教養教育・学生支援機構 

2016.11.11（金）3 限 
東北大学 川内北 A202 

16 日本語 F 
（対象：留学生） 

菅谷 奈津恵 先生 
東北大学 
高度教養教育・学生支援機構 

2016.11.15（火）2 限 
東北大学 川内北 C303 
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17 学習理論入門 
（対象：理保歯薬工） 

佐藤 智子 先生 

東北大学 

高度教養教育・学生支援機構 

2016.11.16（水）1 限 
東北大学 川内北 A204 

18 言語表現の世界 
（対象：医歯薬工） 

邑本 俊亮 先生 

東北大学 

災害科学国際研究所 

2016.11.16（水）3 限 
東北大学 川内北 C301 

19 社会の仕組みⅡ 
（対象：薬学部） 

佐俣 紀仁 先生 

東北医科薬科大学 

2016.11.25（金）11:40-12:50 
東北医科薬科大学 
小松島キャンパス 203 

20 データベース 
（対象：工） 

三石 大 先生 

東北大学 

教育情報基盤センター 

2016.12.29（火）2 限 
東北大学 青葉山  

21 差別と社会 
（対象：文学部・文学研究科） 

永吉 希久子 先生 

東北大学 

文学研究科 

2016.12.12（月）2 限 
東北大学 川内南 文学部 315 

22 日本文化を考える 
（対象：全） 

佐藤 勢紀子 先生 

東北大学 

高度教養教育・学生支援機構 

2016.12.12（月）3 限 
東北大学 川内北 A307 

23 学習理論入門 
（対象：理保歯薬工） 

佐藤 智子 先生 

東北大学 

高度教養教育・学生支援機構 

2016.12.14（水）1 限 
東北大学 川内北 A204 

24 言語表現の世界 
（対象：医歯薬工） 

邑本 俊亮 先生 

東北大学 

災害科学国際研究所 

2016.12.14（水）3 限 
東北大学 川内北 C301 

25 応用数学 B 
（対象：工・電気系） 

早川 美徳 先生 
東北大学 
教育情報基盤センター 

2016.12.22（木）1 限 
東北大学 青葉山 
電気情報 1 号館・2D 

26 言語表現の世界 
（木曜：経保歯薬工農） 

邑本 俊亮 先生 

東北大学 

災害科学国際研究所 

2016.12.22（木）2 限 
東北大学 川内北 B200 

27 市民と政治 
（対象：建築学科 3 年生） 

片山 文雄 先生 
東北工業大学 

2016.12.22（木）4 限 
東北工業大学 
長町キャンパス R129 

28 言語表現の世界 
（対象：医歯薬工） 

邑本 俊亮 先生 

東北大学 

災害科学国際研究所 

2017.1.11（水）3 限 
東北大学 川内北 C301 

29 現代青年と心理 
（対象：文系，理農） 

岡田 有司 先生 

東北大学 

高度教養教育・学生支援機構 

2017.1.12（木）3 限 
東北大学 川内北 C105 

30 基礎中国語Ⅱ 
（対象：保） 

趙 秀敏 先生 

東北大学 

高度教養教育・学生支援機構 

2017.1.16（月）1 限 
東北大学 川内北 C106 

 

【当日の様子】 

授業後のディスカッションの様子 参観者からの質問に答える趙先生 
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【参加者の声】（抜粋） 

 私はまだ学生に対して授業をしたことがないので、見村先生がどのように授業を組み立てているのかを

その準備段階も含めて具体的に知ることができたのは非常に有意義であった。とくに、「まず授業で何を

伝えたいかを１つか２つ決め、それを基に授業の幹となる流れを作り、そして肉付けをしていく」とい

う言葉は、授業はもちろんのこと研究会発表や講演でも重要となる非常に汎用性の高い方法だと思う。

また、中間試験により学生の理解度を確認することでその後の授業の進度を決め、場合によっては学ぶ

事柄の順序を入れ替えることを知り、中間試験の重要性、有用性を知ることができた。とくに中間試験

に感想を書かせるのは良いアイデアだと思う。私も授業をするうえで、どのように学生からフィードバ

ックを得るかを常に考えていきたいと思う。特に、まったくフィードバックを得ずにいきなり期末試験

をすることが如何に危険な事かを知ることができたのは非常に良かった。見村先生の「教えることで、

自分の分野に対する基礎づけを再度固め、多角的な視点が得られることで、分野の理解が深まる」とい

う言葉は、まさに共感する言葉だった。私も、自分の研究分野を分野外の人に話したりすることで、自

分の研究分野の理解が却って深まる経験をしたことがあるので、教育というのは学生のためであるのは

もちろんのこと、教える教員にも有用であることを改めて知ることができた。また、黒板だと字を大き

く書く必要があり、結果として授業の回転が速くなってしまうなど、授業をしないと中々気づくことが

できない点もいろいろと教えて下さり有意義な授業参観であった。（PFFP フル／授業 1） 

 参観してみて、分野の違いを超えて自分も取り入れられそうな工夫点がたくさんあることに気づいた。

一番参考にしたいと思ったのはスライドの創り方であった。実習と違い、パワーポイントを使う講義形

式の授業では、学生が、資料があることに安心してほとんど授業を聞かない、メモを取らない、集中し

ないというのが、数年来の悩みだった。しかし、平澤先生が取り入れていらっしゃった穴埋め形式のス

ライド、配布資料では、ほとんどの学生が寝たりしゃべったりスマホをいじったりすることなく、講義

に集中し、メモを取り続けていた。先生は 1 年生の 1 学期だからでしょうとおっしゃっていたが、授業

の後半、復習に入り、穴埋め作業がなくなると、一部の学生が寝始めたことからも、やはり学生の手を

動かせることの意義は大きいようであった。逆にスライドをプリントに書き写す「作業」になってしま

うという弱点もあるように思われたが、1 年生を対象とした基礎知識の講義で、学生が自分なりの考えを

もつことよりも、むしろ必要な知識を習得することが学習目標になっているこの科目のような場合には、

とても有益であると思えた。今の時点で自分自身が担当する科目は、大学院のものが多いこともあり、

知識の暗記、習得よりも学生が実体験と結びつけて頭を使う、ということのほうの重要性が高いため、

すぐに取り入れる機会はないかもしれないが、科目の目的と照らし合わせながら、ぜひいつか実践して

みたいと思う工夫点であった。一方で、知識の暗記が重要となる科目の中でも、ただ知識が身につきさ

えすればよいというのではなく、学生が自身の将来展望と結びつけながら授業を受けられる工夫をされ

ているということはとても興味深かった。基礎的な話は、具体的に何の役に立つのかがわからないと関

心がもちづらいというのは、高校時代の数学などを思い返すと自身の経験としてもよく理解できた。そ

の中で、目の前の講義内容が、研究または臨床で、どのように活かされるのか、なぜ必要なのかを伝え

ていくことは、講義をする際に大きな問題となりがちな「学生のモチベーションが上がらない」という

課題への解決策のひとつとして有効だと思った。心理学の領域は、身近な日常生活とも結びつけやすい

内容が多いため、こうした工夫はぜひ取り入れたいと思った。また、人数の多い講義で学生の発言を引

き出すことが難しいというのも、数年前に初めて講義を経験したときから課題として感じていることだ

が、先生がされていた、学生に「これは何でしたっけ？」「これはどういうことでしょうか？」「ここで

大切なのは何でしょうか？」と質問を向けて、すこし間をおくというのは、面白い工夫点だと思った。

学生の様子を見ていると、実際にその間考えていそうな人、質問を受けて過去のプリントを見返してい

る人などがいて、全員とはいかないまでも、学生に考えさせる時間をもつという意味では役に立ってい

るように見受けられた。また、授業後に先生がおっしゃっていた「答えがわからなければ、わからない

ということに気づけることが重要」という点が、とても真をついていると思った。1 時間半集中力を保つ

ということはそれだけでも大変である。その中で、講義にリズムやメリハリをつけるという意味でも、

この方法は有用であるように思えた。大人数の講義ではなかなかこちらから指名して答えさせるという

ことが難しいことも多いため、こうした方法はぜひ参考にしたいと思った。（NFP フル／授業 2） 

 今回の講義の も顕著な特徴は、講義がすべて英語で行われた点である。野地先生の英語は非常に流暢

で、話すスピードがやや速く感じられたが、日本人にも聞き取り易い明瞭な発音であるため理解し易か

った。日本人学生も留学生も受講しており、先生と学生とのやり取りの様子から、日本人学生も概ね内

容を理解しているようであった。専門的な内容の講義を英語で行うことは、教える側の技量や、学ぶ側

の理解力など、様々な面で実施が困難であるため敬遠されがちである。しかし、今回の野地先生の講義
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では、英語でも内容が理解し易いよういくつか工夫がなされていた。（１）黒板の図示で視覚的に理解を

補う ・・・ パワーポイントで講義を進める前に、学生とやり取りをしながら、今回の講義内容に深

く関連する腸の部位や細胞の構造などを黒板に図示していた。適切に色分けされた、非常に見易く丁寧

な図示であった。その後のパワーポイントによる説明の途中で、時折板書済みの図に立ち戻り補足説明

してくれたため、今どの器官（細胞）のことを説明していたのか再確認しながら、話題についていくこ

とができた。（２）平易な語彙で言い換える ・・・ パワーポイントの中でよく現れる専門用語や難し

い表現を、平易な語彙で言い換えている場面が何度かあった。一例を挙げると、例えばスライド上の

possess the homology to… という表現について、They are very similar to… という意味ですよ、と言い換え

て説明している場面があった。このような言い換えを伴うパラフレーズやリキャストなどの手法は、外

国語教育で広く認知され実践されている指導スキルであるが、やはり聞き手に分かり易く効果的な手法

であることを再認識することができた。（３）学生とのインタラクションがある ・・・ 一方的な英語

の講義ではなく、適切なタイミングで学生に複数回質問を投げかけたり、理解の度合いを確認したりし

ていた。特に参考になったのは、先生が実験の前提や条件について説明したあと、学生を当ててその結

果を予測させていた点である。学生の様子を見て、自信がなさそうならヒントや補足説明を与えるなど

して、学生に考えさせ英語で何か言わせようとしていた。知識の伝達だけを目的とせず、学生とのコミ

ュニケーションや理解度の確認についても配慮された講義であった。野地先生は、研究室の発展のため

に、まず受講学生に先生自身の研究分野に興味をもってもらい、将来的に研究室に来て博士課程まで進

む学生を育てたいと強く願っていた。講義の構成を基礎的内容から応用へという従来通りの流れでなく、

逆に応用的・先端的内容から基礎的内容に戻るという構成にしているのも、学生を飽きさせないよう、

はじめに「こんな面白いことが今研究されている」という話題提供をし興味をもたせる狙いがあったよ

うである。今後講義を計画する際に参考にしたい構成である。（NFP ショート／授業 4） 

 まず印象的だったのは，学生とのインタラクションの多さだった。授業の大半が学生とのやりとりによ

って構成されていた。前回の参観ではグループワークがあったが，今回のインタラクションはグループ

ワークとはまた異なり，教員と学生とのやりとりによって，学生の主体的な参加を促すというものであ

ったと理解している。そのことにより，学生が授業に集中している様子が伺えた。当てられることに対

する適度な緊張感のようなものもあっただろう。普段自分が講義をしていても感じることだが，日本の

学生は挙手をすることがほとんどない。そのような集団に対する講義として，今回のようにマイクを向

けながら進めるというのは，有効な方法のひとつであると感じた。学生が誤答した際のフィードバック

が肯定的で，失敗することへの不安感が軽減されているように感じたのも印象的だった。また，インタ

ラクションの時間以外でも，ほぼ常に先生が教室内を歩いて回っていらっしゃるのも印象的だった。講

義形式の授業だとつい教壇に落ち着いてしまうように思うが，巡回することで学生との距離が近くなり，

集中力を保つのに役立っているようにも思った。一方で，インタラクションを積極的に取り入れること

により，いわゆる講義に避ける時間は相対的に短くなる。全学の講義など，学生に身につけてもらうこ

とが必須の知識が多くなれば，そちらの分量に合わせて調整することが必要になるため，ここでもやは

り授業の目的を踏まえての「方法」の選択が重要であると感じた。（NFP フル／授業 28）

 授業開始のベルが鳴ったら、すぐ本文に入るのではないかと思いきや趙先生がまず今日の勉強の概要を

みなさんと一緒に閲覧したり読んだりしました。これによって、学生たちはこれから勉強する内容に対

して、まだあまり理解できていないかもしれませんが、大体のイメージを付けることができるようにな

り、大変役に立つと考えられます。授業に入り、趙先生が積極的に中国語でみなさんに話しかけたり、

質問したりして、巧みに学生たちとの交流を取っていました。私は普段初級学習者への配慮もあり、授

業をする時には基本的には日本語でしゃべり中国語の使用を控えていました。しかし、趙先生の授業ふ

りを見ると、多少聞き取れなかったとしても学生たちは実は母語話者の教員の発音を聞きたかったので

はないかと思い始め、母語話者の教員の長所が何にあるかということをもう一度考える必要があると感

じました。また、私は自分の専攻の影響で、授業をする時に文法や一つ一つの細かいところに拘り過ぎ

る傾向があると思いますが、趙先生とのディスカションを通して、各段階の学習者のニーズに応じて授

業を展開していかないといけないということを意識し、今後より豊富多彩な形式を採用し学生たちとコ

ミュニケーションを取りながら授業の内容を修正していきたいと思います。90 分の授業は基本的には休

憩を設けていませんが、語学の授業は教授の内容が多いということもあり、受ける側は途中で疲れてし

まう恐れが考えられます。学生のリフレッシュのために、趙先生の授業は、毎回休憩の時間を設定して

います。しかも、単純なお休みではなく、TA を活用しながら、みなさんに中国語の民謡を聞かせたり、

中国の事情を紹介したりするように工夫しています。これによって、中国に関する学習者の興味を喚起

できるし、中国語の勉強のいい動機づけにもなれます。私も今後このようないい“休憩”を導入したい

なあと思います。（PFFP ショート／授業 30） 
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自分の授業をみつめる「マイクロティーチング」 
【日時】 
【会場】 

2016 年 11 月 15 日（木）13:30～17:40 
東北大学 川内北キャンパス 講義棟 B 棟 B204 

【概要】 参加者は先のワークショップで作成したシラバスから授業 1 回分を選び，90 分の授業計画

をたて，その内の 7 分程度を実際に行った。他の参加者やファシリテーターらからのコメ

ントをもとに，自分の授業のふり返りを行った。また，実践の様子を収録した DVD を作

成し，各自で視聴してリフレクションを実施するように求めた。 
【タイムテーブル】 

13:30～13:50 

本日の流れとファシリテーターの紹介 岡田有司，今野文子（大学教育

支援センター） 
足立佳菜（学習支援センター） 

授業リフレクションに関する説明 

マイクロティーチングの実践方法に関する説明 

13:50～14:00 準備，マイクロティーチングプランの確認 
 マイクロティーチングセッションスタート 
14:00～14:03 
14:03～14:10 
14:10～14:15 
14:15～14:30 

授業設定，目的，着目ポイントの説明（3 分） 
ティーチング（7 分） 
評価シート記入（5 分） 
フィードバック（15 分） 

石原 

14:30～14:33 
14:33～14:40 
14:40～14:45 
14:45～15:00 

授業設定，目的，着目ポイントの説明（3 分） 
ティーチング（7 分） 
評価シート記入（5 分） 
フィードバック（15 分） 

林 

15:00～15:10 10 分休憩 
15:10～15:13 
15:13～15:20 
15:20～15:25 
15:25～15:40 

授業設定，目的，着目ポイントの説明（3 分） 
ティーチング（7 分） 
評価シート記入（5 分） 
フィードバック（15 分） 

田中 

15:40～15:43 
15:43～15:50 
15:50～15:55 
15:55～16:10 

授業設定，目的，着目ポイントの説明（3 分） 
ティーチング（7 分） 
評価シート記入（5 分） 
フィードバック（15 分） 

Roots 

16:10～16:20 10 分休憩 
16:20～16:23 
16:23～16:30 
16:30～16:35 
16:35～16:50 

授業設定，目的，着目ポイントの説明（3 分） 
ティーチング（7 分） 
評価シート記入（5 分） 
フィードバック（15 分） 

吉田 

16:50～16:53 
16:53～17:00 
17:00～17:05 
17:05～17:20 

授業設定，目的，着目ポイントの説明（3 分） 
ティーチング（7 分） 
評価シート記入（5 分） 
フィードバック（15 分） 

王 

17:20～17:30 10 分休憩 
17:30～17:40 まとめ  

 

【当日の様子】 

板書授業に取組む参加者 スライド提示による授業 あたたかく見守る担当者 
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【参加者の声】（抜粋） 

 これまでにも講義をしたことはあるので，講義の準備をしたり計画を立てたりという経験ももちろんあ

るのだが，このように詳細に時間配分を組み立てたり，内容ごとに目的や留意点を整理して書き出した

り，学生の反応を丁寧に想像したり，といったことはしてこなかったのが正直なところである。グルー

プワークをするような授業では，大まかな時間配分は決めてはいたが，大抵余白の時間を設けておいて，

そこで延びた分を吸収したり，延びなければ雑談で埋めたり，といった対応で，どちらかというと，大

雑把な計画の中で進めてきた。今回丁寧な計画を立てる過程で，その作業により授業の中で自分がどこ

に時間を使いたいのか，そのためにはどこを削らなければならないのか，といった優先順位づけの作業

が発生し，自分の中での授業目標が明確化されたように感じた。授業計画を立てる作業にはかなりの時

間を要したため，これから講義が増えてきたときに，毎回必ずできるかとやや自信がないのが正直なと

ころではあるが，その意義は身をもって感じることができたので，できるだけ取り入れていきたいと思

った。実際に書き出さないまでも，アウトラインを立てる際に，その内容に重み付けをし，取捨選択を

するという作業は必ずするように心がけたいと思った。（NFP フル） 

 理系の学部一年生向けを想定しての「力学」のマイクロティーチングを行った。当初の計画ではニュー

トンの運動の 3 法則を黒板に書いたまま授業をする計画だったが、実際に板書をしてみると、黒板の大

きさと字の大きさの関係上その計画は難しいことに気づいた。4 分割スタイルの黒板だと可能かもしれ

ないが、前もって、黒板の大きさを把握することや、無理な計画は立てないほうが良いと感じた。板書

の計画をどのようにあらかじめノートに書いておくかをもっと工夫する必要があるように思った。また、

丁寧に書こうとするあまり、板書の速度が遅くなってしまった。字の読みやすさをキープしつつ、板書

の速度を上げられるように、訓練していきたい。また、観察者の意見や、動画を見返してみた印象から、

板書をするときに話すと声が小さくなり、また、学生に背を向けて話すことになるので、話すときと板

書をするときは分けたほうが良いように思った。また、文字のサイズも若干小さいように感じたので、

適な文字サイズを見つけていきたいと思う。また、授業が淡々としていた印象だったので、「慣性って

聞いたことある？」といった学生の呼びかけや、速度の意味に関する問いかけなど、学生に振った方が

良いように思った。レジメの穴埋め式を配るという意見も出たが、個々人が自由な配置でノートをとっ

たほうが良いような気もするので、穴埋め式が果たして良いのかどうかも今後考えていきたい。今回は

パワーポイントのマイクロティーチングはしなかったが、他の授業者のパワーポイントの講義やその後

のリフレクションを聴くことで、パワポ時の立ち位置や、スライドの構成、話すスピードやタイミング

など大いに参考にすることができた。（PFFP フル） 

 録画を見て思ったことは、緊張しているせいもあり、まず無駄な動きが少しあるなと感じました。また、

声の大きさについてもマイクを使っているので、ほとんどの部分は聞き取れるのですが、途中何を言っ

ているのか、正確に分からない部分がありました。実際に講義を行っているときも、少し自信が無い部

分は、もごもご話している気がしておりましたが、録画を見るとその自信の無さが思っていたよりも分

かるのだと感じました。つまり、生徒から見ると、声が小さくなっている部分については、自信が無い

のだと分かってしまうということに気付きました。ですので、講義を行う際には、何度も練習する必要

があると改めて感じました。また、フィードバックにもあったとおり、インタラクションを行う際には、

考える時間を入れるべきだと思いました。模擬授業を行っているときには、考える時間を入れているつ

もりでしたが、録画を見ると全くないことに気が付きました。スライド資料を穴埋めで作成しておりま

したが、穴を埋める時間が全然ないと気づきました。このことから、今後講義を行う際には、より短い

キーワードに絞っていく必要があると感じました。また、トピックとトピックの間にもう少し、整理す

る時間が欲しいという、フィードバックがあったように、少し、授業の展開が早かったように感じまし

た。録画でも見ると、その早さが顕著に感じました。メリハリが無い授業だなぁと感じました。ですの

で、今後は、間をはかりながら、生徒の様子にも気を配りながら、授業を行っていきたいと感じました。

授業で行う情報量もいっぱいありましたので、少し整理する必要があると感じました。（PFFP フル） 

 「質問をもう少しかみくだいて答えやすくすることが可能かも（○○について知っているか／聞いたこ

とあるか？○○に関するニュースを聞いたこと／見たことあるか （yes/no で答えられるものからスタ

ート））」というコメントについて→ごもっともです。そうです。いつも悩んでいます。質問をしてしま

ってから、「あ、この質問、めっちゃ答えづらい！しまった！」と思うことが多い。ここは、心掛けてい

きたい。同じく、学生への質問、次のようなコメント・ご提案もいただいた。「「知っていますか？」だ

と知らないと終わってしまうので「～ついてどう考えますか？／考えますか？」のように考えさせる質

問もよい」。→これも、実施してみる（このような質問こそ、もう少しこちらから基礎知識・基礎情報を

提供してから、ペアで話してもらってもいい場合もあると思う。（NFP フル） 
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比較の目を育てる「国内他大学訪問調査」（フルコース・オプション） 
【日時】 

【引率】 
【訪問先】 

2016 年 10 月 26 日（水）～29 日（金） 
岡田有司，今野文子 

大阪大学，立命館大学，同志社大学 
【概要】 国内他大学を訪問し，授業参観，施設・設備の見学，教員・学生とのディスカッションによ

り，多様な大学の在り方などについて理解を深めた。フルコース受講生のうち 4 名が参加し

た。 
【タイムテーブル】 

 1 日目：10 月 26 日（水）大阪大学訪問 
10：30～ 授業参観 先端教養科目：現代キャリアデザイン論―複雑化する時代の

サバイバル術（豊中キャンパス大講義室）家島先生 
12：00～ 昼食 家島先生を囲んで大学生協にて昼食 
13：30～ 施設見学 ラーニングコモンズ他施設を見学 
14：30～ ディスカッション 家島先生とのディスカッション  
15：30 京都へ移動 

 
 2 日目：10 月 27 日（木）立命館大学訪問 

11：45～ 集合  
12：10～ ランチタイム FD 立命館大学の教職員によるランチタイム FD に参加 
12：50～ 休憩  
13：00～ FD 集合研修に参加 立命館大学の新任教員，大学院生向けの FD 集合研修に参加 
14：30～ 施設見学 図書館，究論館などを見学 
16：20～ 授業参観 大規模講義「現代の教育」を参観 
17：50～ ディスカッション 担当教員とのディスカッション 

 
 3 日目：10 月 28 日（金）同志社大学訪問 

10：00～ ラーニングコモン

ズ見学 
[1] 概要                  
[2] 館内見学  

 

【当日の様子】 

 
図書館見学の様子 

 
家島先生を囲んでの昼食 参加者集合写真 

 

【参加者の声】（抜粋） 

 ロイロノートを使った授業を始めて受講しましたので，家島先生がどのように工夫されているのかを勉

強させていただくことができました。特に印象に残っているのは，家島先生が 90 分間生徒に飽きさせず，

集中して取り組むような仕掛けを多く行っていることでした。私自身も研修で模擬授業を行う予定にな

っておりますので，家島先生が工夫されている点を少しでも多く実施できればと感じました。また，積

極的に学生の顔と名前を紐づけする等工夫をこらした先生の授業は非常に参考になりました。東北大学

でも全学教育で生徒のスマホを利用した授業を行っている場合もありますので、私自身もスマホなど活

用した授業について勉強し，効果的な授業を展開できるようになりたいと思いました。また，家島先生

の課題で，人生プランを双六で書くというのは大変興味深い課題でした。学生が，これまで何を実施し

てきたのかを過去を振り返り，大学卒業後に何をしたいのかを考え，そのうえで，大学で何をする必要

があるのかを考えるというのは非常に重要なことだと思いました。また，学生にとっても自身で人生プ

ランを考えることは課題を超えて重要なテーマとなり，有益なものになっているのだと思います。学生

が卒業後に役に立つような課題を課すということも大事であると改めて感じました。（PFFP フル） 
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 新図書館は，2016 年４月に開館されており，学習者や研究者が長時間滞在したくなるように様々な機能・

工夫がされておりました。新しい施設ということで，借りたい図書を持ってゲートを通ると自動で認識

され，カードをタッチすれば貸出手続きが完了するとのことでした。また，「ぴあら」と呼ばれる図書館

ラーニング・コモンズは，「主体的な学習者としての学びの転換を促すこと」「仲間とともに学ぶ楽しさ，

成長する喜びを感じる場であること」というコンセプトを持っておりました。そのため，機能的で開放

的な空間デザイン（仕切りにガラスを用いていました）や什器の配色についても工夫されておりました。

また，ライブラリースタッフを配置しており，スタッフの方は，配架・書架整理などの図書館の基本業

務のほか，ぴあらカウンターでの機器類の使い方や情報検索の仕方などのサポートに取り組んでいまし

た。また，印象的だったのは，大学の職員の方がこのような 新の施設をどうやったら，効果的に学生

に使ってもらえるのかというところを考えていた点でした。国立大学でも同じように職員の方が考えて

いるかもしれませんが，私立大学の職員さんの方がより積極的に考えているような印象を受けました。

究論館は，大学院生のための施設で，大学院生個々の研究を促進するだけでなく，グループディスカッ

ションや共同研究，研究成果の発信・共有，研究科や課程を超えた大学院生間の交流を促す施設となっ

ていました。素晴らしい施設をもっと多くの先生・学生に使用してもらうために，コミュニティ同士を

交流させ，その交流を定着させるための仕掛けを行っていく必要があると職員の方がおっしゃっていた

のが印象的でした。（PFFP フル）

 授業評価を導入するからといって、授業のレベルが高くなることはない、という話が印象的であった。

授業評価を通して、ダメなところを指摘されるが、それをどう改善すればよいかを教えてもらうわけで

はないから、改善しないのも当然である。（その意味でも、家島先生が、学生に授業評価をさせる際に、

具体的な改善策の提案もお願いしているのが、すばらしいと思った。）授業評価の仕方の見直しの必要性

を感じた。非常勤で教えている法政大学には、特に新任教員の授業を（but ベテラン教員の授業も対象

となる）、同僚が見学し、授業後にフィードバック・セッションを行うという、大変ありがたい仕組みが

ある。私もこれを経験し、非常に勉強になった。いいところとだめなところを指摘されただけでなく、

だめなところを具体的にどう改善すべきかについて、多くのヒントと提案も受け、非常によかった。（＊

毎回の授業で、教員から、学生にミニッツ・ペーパーなどで評価してもらう際に使えそうな質問：「今回

の授業を理解できましたか？できませんでしたか？」、「疑問点」、「感想」）「話し方」と「板書の仕方」

に非常に注意すべきであると改めて分かった。私自身は早口になりがちですので、それに気を付けたい。

そして、板書の仕方も、改善したい。できれば、どのようなことを、どのようなレイアウトで黒板に書

くかを、授業の前に決めておくことにしたい。理想としては、黒板だけを見れば、授業の一番大事なポ

イントが分かるような板書の仕方をできるようになりたい。（NFP フル）

 大阪大学、立命館大学、同志社大学のラーニングコモンズを中心とした施設見学を行った。これらの施

設で特徴的だったことは重点的な強化を行っている施設の多くが人文系を対象としていること、ほとん

どのケースにおいて施設の利用に関する啓発活動を行っていないことであった。グループでの学びは理

科系においては自主ゼミや自主的な輪講という形でほぼ同等に存在するが授業や教育課程においてこの

ような活動を啓発する機会がほとんどなく、特に学部学生においてはごく一部にとどまっている。一方

人文系ではゼミ活動や学部の様々な授業課題によってグループ活動を行う機会がある。そのため、そこ

まで啓発活動をおこわなくてもある程度の利用率を担保できる。そのため、どうしてもこのような施設

の活用が人文系に偏ってしまっているのではないかと感じた。ざっと見学した定性的な感想として、多

くが実際授業課題を相談しあう場として利用しているように感じ、課外の学習活動は多くないように思

えた。例えば東大の場合自主ゼミや輪講を授業として認定して単位をだす仕組みがある。このように学

生の自発的な学びをより啓発するやりかたをとることで、より理科系も含めた多彩な活動を支援できる

のではないかと感じた。（NFP フル）

 立命大学の図書館は、自分の参観した図書館の中で設備やスタッフやデザインにおいて も優れている

図書館です。図書館は教育や学術のためにある場所なので、地味でも大丈夫だという私の考え方を一新

しました。 新の自動貸出機などの設備はもちろん、三階のデザインはそれぞれの用途に合わせて異な

り、使用者の気持ちもそれなりに変わります。いい図書館に入り、自然的に本を手に取りたくて、落ち

着いて一冊を読み始めます。あそこで実感しました。同志社大学の図書館は、「出会う」、「話す」、「まと

める」、「やってみる」という四つのコンセプトで四つの空間に分かれています。各空間にデザインが異

なり、バーや日本式な座席、ファミリーレストラン風などの大変わかりやすい空間設計です。椅子の種

類、ワークショップの大きさ、スタッフや学生との連動、どちらも私のしてなかった大学の施設の在り

方でした。つまり、今回参加した施設は、これからの若い世代向けの学習、活動場所です。学生はただ

教育を施す対象だけではなく、しいて言えば、顧客にもなります。特に私立大学はそうです。高い授業

料を払った以上、もっといいサービスを体験させるのはおかしくはありません。（PFFP フル）
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コーチング技術を活用した院生指導                       
【日時】2016 年 12 月 9 日（金）13:00～16:10 
【会場】東北大学 川内北キャンパス 教育・学生総合支援センター東棟４階 大会議室 
【概要】院生に対する研究指導におけるスキルについて，コーチング技術を活用した指導法の観点から，講義と

ワークショップによって学んだ。 
【タイムテーブル】 

13:00～13:05 開会挨拶（大学教育支援センター長：羽田貴史教授） 
13:05～13:55 講演「コーチングを活用した院生指導」 

（東北大学医工学研究科長：出江紳一教授） 
13:55～14:05 休憩 
14:05～16:05 ワークショップ（株式会社イグニタス：倉重知也氏，出江紳一教授） 
16:05～16:10 閉会挨拶（大学教育支援センター長：羽田貴史教授） 

 

【セミナー資料】（抜粋） 

 

 

【当日の様子】 

 
講義の様子 

 
ボールのやり取りを例に解説 ワークショップの様子 

 

【参加者の声】（抜粋） 

 コーチングという言葉自体は以前から知っていたが、それが具体的にどのようなものかを初めて学ぶことがで

き、有意義であった。とくに大学院生は、主体的に研究を進め、自分の力で論文を書いたり、発表をしたりす

る能力を身に着ける必要があるので、院生指導に当たっては、ティーチングはもちろんのこと、院生が目標を

主体的に達成できるようになるためのコーチングが非常に重要であることがよく分かった。とくに、問いを共

有するという未来解決型のコーチング(問いかけ)は、今まで考えたこともなかったスタイルなので、将来的な院

生指導や後輩指導に対して、意識して用いるようにしたい。また、この未来解決型コーチングを自分自身にた

いして用いることも、仕事や日々の生活を前向きに過ごすうえで有益であると思った。また、相槌のレパート

リーやＯＫメッセージなど、適切なコミュニケーションスキルを身に着けるには、練習も必要だと実感した。

私自身も、相槌のレパートリーが少なかったり、無意識に腕を組んだりするなどの癖があるので、意識的に改

善をしていきたい。（PFFP フル） 
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 実践的に、コーチングで必要な「聴く技術」を学ぶことができた。 初の問いかけにも見事に引っかかり、話

を聴くことの難しさを実感した。また、「好きな食べ物を話してもらう」という実践では、組んだ相手が台湾人

であり、私も台湾に住んでいたので、自分自身の台湾に対する知識が邪魔をして、しっかりと聴くことが不十

分になってしまった。大学院生の指導の時も、教員の方が専門分野の知識や経験がある分、院生の話をしっか

りと聴けなくなる恐れがあるので、この経験を生かして、意識的に院生の話を聴くようにしなければと思った。

（PFFP フル） 

 出江先生が、コーチングの目的が、１．クライアント（＝院生）の目標を達成することと、２．主体性を向上

させることであると指摘した。これを念頭において将来院生の指導にかかりたい。そして、その前提としてワ

ークショップで学んだ「聞く力」を生かして、具体的な院生の「目標」が何かを、正確かつ丁寧把握していき

たい。出江先生が、院生の目標を達成させるために、「健康」、「金銭管理」と「人脈」も大事な能力・道具であ

ると意識すべきであると指摘した。全くその通りだと思う。この 3 つのうち「金銭管理」についてもう少し詳

しく述べると、特に日本では、高等教育が非常に費用がかかるため、ほとんどの院生が、授業料の支払いに苦

しみながら研究を進めているから、教員もそこを意識して、理解を示すべきである。また、科研費等の管理の

仕方を指導するのも、学生から見て大変ありがたいと思う。院生の指導に際して、あいづちのレパートリーを

増やすのが大事だとの指摘もあった。そこで、先生のリストを参考にしたい。ワークショップの 初に、岡田

先生が入っていたグループから、留学生の指導の際に特別な配慮・技能が必要である、というご指摘が出た。

全くその通りだと思う。研究分野によっても違いがあると思う、「質問攻め」がよくないのは、どの分野でもそ

うかもしれない。というのは、留学生に対して、その人の母語でない言語で指導する場合（日本人である教員

が、日本人でない学生に対して日本語で指導する場合や、英語を母語としない教員が、英語を母語としない学

生に対して、英語で指導する場合）、そうでないケースと比べて、そもそも言語のレベルで、誤解が生じやすい

し、しかも、その誤解に気付くのが、とても難しいと思う。それこそ、時間をかけて、言われたこと／聞かれ

たことの内容と意図の確認を繰り返しながら、指導を進めないと、大変なことになるかもしれない。また、特

に文系で、例えば日本人でない学生が日本の文化等に係る何かを研究している時に、その日本人でない学生と、

日本人学生の、前提知識が違うことに、配慮する必要があり、それこそ「教える」の部分がより重要であると

思う。（NFP フル） 

 院生指導の講座に参加し、特に印象に残っているのは、講義いただいた出江先生が、「指導する側（教員）と指

導される側（学生）は同じ立場である」という点です。大学院生の研究が、教員よりも高いイパクトファクタ

ーのある雑誌に掲載されることもあり、決して、教員が全てにおいて上回っているわけではないということで

す。しかしながら、コーチングは必要とされます。なぜならば、コーチングはティーチングではなく、クライ

アント（学生）の望むところに 短の時間で到達するために、必要な能力や道具を自ら備えさせるものである

からです。つまり、対話（コミュニケーション）を通して、学生の望むことは何なのかを考えることが重要に

なってくるということです。出江先生は、この対話こそが、新たな価値を創造するコミュニケーションである

とおっしゃっていました。このコミュニケーションを実施していくためには、必要なスキルがあることを学び

ました。特に難しいスキルと感じたのが、ゼロポジションです。ゼロポジションというのは、先入観無しで、

話しを聞くことです。私は、今まで、修士課程の学生や学部生の論文を見ている時に、何となく、その個人の

特性を考えながら、あるいはイメージしながら、アドバイスをしていました。今後は、できるだけ、ゼロポジ

ションのスタンスで、インタラクティブなコーチングを実施していきたいと思いました。特に、一方的にアド

バイスをすることないように、常に、相手を承認し、お互いが同意できたことを確認しながら、すすめていく

ことが重要だと改めて感じました。出江先生は、教授という立場にも関わらず、あいづちのレパートリーを増

やしたり、OK メッセージの練習をされたりしているという話しを聞きました。豊富な経験がある先生でもこ

のような練習し、努力されているという話を聞き、今後、大学教員を目指している私としては、絶対に練習し

なければならないと感じました。私は、まだまだ、あいづちのレパートリーが少ないので、レパートリーを印

刷して、壁に貼ったりするなどして、意識的に、あいづちレパートリーを活用していきたいと思いました。ま

た、出江先生は、効果的な質問がコミュニケーションをとるうえで、重要だとおっしゃっていました。効果的

な質問については、本研修のワークショップでも実施しましたが、傾聴するということが非常に大事だと感じ

ました。あいづちをうつだけでも、相手側が勝手に、解決法を考えるということも改めて感じました。院生指

導する際には、自身の考えを一方的に教えるのではなく、学生に考えさせるということが重要であるというこ

とを学びました。（PFFP フル） 
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「自分の授業をみつめる」模擬授業                       
【日時】2017 年 2 月 17 日（金）13:00～18:15 
【会場】東北大学 川内北キャンパス 講義棟 A 棟 A103 
【概要】参加者は先に実施したマイクロティーチングにおける実践結果やリフレクションを踏まえて，17 分間の

授業実践をおこない，他の参加者や先達教員からのフィードバックを得た。また，実践の様子を収録し

た DVD を作成し，各自で視聴してリフレクションを実施するように求めた。 
【タイムテーブル】 

13:00～13:20 
本日の流れとファシリテーター，先達の紹介 岡田有司，今野文子（大学教育支

援センター 今野文子） 
足立佳菜（学習支援センター） 

模擬授業の実践方法に関する説明 

13:15～13:30 準備，模擬授業プランの確認 
模擬授業セッションスタート 

  
佐藤勢紀子先生，佐藤智子先生，

澤谷先生，関内先生，トッド先生，

羽田先生，平澤先生，邑本先生 
13:30～13:33 
13:33～13:40 
13:50～13:55 
13:55～14:10 

授業設定，目的，着目ポイントの説明（3 分） 
ティーチング（17 分） 
評価シート記入（5 分） 
フィードバック（15 分） 

吉田 

14:10～14:13 
14:13～14:30 
14:30～14:35 
14:35～14:50 

授業設定，目的，着目ポイントの説明（3 分） 
ティーチング（17 分） 
評価シート記入（5 分） 
フィードバック（15 分） 

王 

14:50～15:00 10 分休憩 
15:00～15:03 
15:03～15:20 
15:20～15:25 
15:25～15:40 

授業設定，目的，着目ポイントの説明（3 分） 
ティーチング（17 分） 
評価シート記入（5 分） 
フィードバック（15 分） 

Roots 

15:40～15:43 
15:43～16:00 
16:00～16:05 
16:05～16:20 

授業設定，目的，着目ポイントの説明（3 分） 
ティーチング（17 分） 
評価シート記入（5 分） 
フィードバック（15 分） 

林 

16:20～16:23 
16:23～16:40 
16:40～16:45 
16:45～17:00 

授業設定，目的，着目ポイントの説明（3 分） 
ティーチング（17 分） 
評価シート記入（5 分） 
フィードバック（15 分） 

田中 

17:10～17:13 
17:13～17:30 
17:30～17:35 
17:35～17:50 

授業設定，目的，着目ポイントの説明（3 分） 
ティーチング（17 分） 
評価シート記入（5 分） 
フィードバック（15 分） 

石原 

17:50～18:15 まとめ  
 

【当日の様子】 

 
模擬授業の様子 

 
先達からのフィードバック 板書に取組む参加者 

【参加者の声】（抜粋） 

 理系学部一年向けで且つ物理があまり得意ではない学生を対象にした「力学」の模擬授業を行った。前回のマ
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イクロティーチングでは、板書に時間がかかり過ぎたが、今回は適度なスピードで書くことができたと思う。

しかし、字が小さくなってしまったので、字の適切な大きさに関しては今後さらに気を付けて行こうと思う。

慣性の法則について図を使って説明したが、あとで動画を見ると、水平線が斜めになっている等、欠点が目に

ついた。黒板で図をきちんと描けるように練習をしていきたい。また、描いた図を黒板から消して、次の第二

法則の説明に進んだが、図はしばらく残したほうが良いように思った。あるいは、質問タイムを設けて、その

時間に学生がノートに図を描けるように配慮すればよかったと思う。ノートを見ながら講義をしたが、先達の

教員の方から指摘された通り、ノートは見ないほうが良いように思った。覚えた上で板書するのはなかなか大

変だが、ノートに頼らずに講義できるように努めていきたい。また、注意していたものの、講義の声が小さか

ったり、黒板にむかって話していたりする部分もあったので、今後はさらに意識的に改善していきたい。宇宙

飛行士のボール投げの動画を見せたほうが良いという意見があったが、たしかに、その部分はプロジェクター

で見せたほうが良いように思った。図もパワーポイントの方が良かったかもしれない。板書だけだと学生にと

って集中を継続するのが辛いかもしれないので、板書とプロジェクターの併用や、(事前練習をした上での)だる

ま落としの実演など、学生が飽きることのないような授業を今後は考えて行こうと思う。（PFFP フル） 
 

 これは学生からもフィードバック大有り。大人数で大講義室だと、文字をとても大きくしないと、後ろの方の

学生は見づらい。とすると、文字の数を少なく、大きさをできるだけ大きくするしかない。だけど今回のフィ

ードバックの中では、もっと情報があるとよいとのご指摘もあった。個人的には、 近の好みとして、もっと

も重要な KW だけスライドに入れるのがいいと思う。そうすると、学生が私の話を聞いてノートをとってくれ

る。しかもスライドの情報量が多いと、学生も疲れるし、私の存在意義がなくなる。普段は漫画やイラストを

入れるように努力している。今回は準備時間が足りなかっただけ。 後に、スライドの数とデザインがそのま

までよいとのフィードバックと、もっと多くの情報を載せてほしかった・絵などを入れてほしかった、という

フィードバックを受けた。そこから分かったこと：人お好みはそれぞれ。今後は私にとってやりやすい（作り

やすい＋授業のペースメーカーになるような＋感じが欠けないという私の一つの短所を補うような）スライド

でやっていきたいと思う。（NFP フル） 

 先達の先生方を前に、大学の講義を実際に行うのは初めてで、大変緊張しました。しかしながら、先達の先生

方から、様々なアドバイスをいただくということは非常に良い経験だと改めて感じました。今回のマイクロテ

ィーチングを実施する際に、家族に生徒役をお願いし実施し、フィードバックをもらってから、本マイクロテ

ィーチングに臨みました。専門的な話を初めて聞く人でもきちんと理解できるかを確認するために、生徒役を

依頼しました。しかしながら、先達の先生からアドバイスをいっぱいいただいたので（当然ですが）、まだまだ、

改善するところは多いのだなと感じました。しかしながら、先達の先生から、「導入として東北大学の写真を用

いている点が良い」「驚きを与える工夫もよい」「話し方がハキハキしていてよい」など、良いところも多く、

挙げていただき、自信を持つことができました。ほめられることはいいことだなと思いました。大学教員を採

用する際には、模擬授業があるということでしたので、今回のマイクロティーチングは非常によい経験になっ

たと思います。また、自身の講義をしている様子の録画を見て振り返るというのも効果があると思いました。

昨年の 11 月のマイクロティーチングのあとに、初めて自身の授業する姿をみたときは、恥ずかしいなという思

いが強かったですが、しかしながら、２回目になると、他の先生方に講義を見てもらうことや、自身で録画を

見て振り返るという経験は非常に重要だと、頭の中で理解しておりますので、恥ずかしいという気持ちはほと

んどありませんでした。もっと、より良い授業を作っていこうという気持ちが強くなってきました。まず、今

回の模擬授業を通してよかったところは、授業を展開しながら、学生に呼びかけができていたという点です。

一方的な授業になるのではなく、学生と双方向の授業を展開していければと考えていたので、その点は録画を

見てもうまくいっていたのではないかと感じました。しかしながら、市役所で働いているという経験談につい

てもうまく取り入れて、行く予定だったのですが、自身の経験談を話したいという思いが強くなり、経験談以

外のところの話すスピードが速くなっていたと感じました。また、経験談を取り入れるタイミングもあまりよ

くないところもあったと感じました。一方で、録画を見て思ったことは、緊張しているせいもあり、まず無駄

な動きが少しあるなと感じました。そのため、自信がないように見えました。また、声の大きさについてはほ

どよく、ほとんどの部分は聞き取れるのですが、途中スピードが速くなるせいか、正確に話しをしていること

が伝わっていない部分がありました。前回同様に、実際に講義を行っているときも、少し自信が無い部分は、

もごもご話している気がしておりましたが、録画を見るとその自信の無さが思っていたよりも分かるのだと感

じました。つまり、生徒から見ると、声が小さくなっている部分については、自信が無いのだと分かってしま

うということに気付きました。ですので、講義を行う際には、何度も練習する必要があると改めて感じました。

前回はスライド資料を穴埋めで作成しておりましたが、穴を埋める時間が全然ないとアドバイスをいただきま

した。このことから、今回の授業を行った際には、より短いキーワードに絞り、うまく対応できたなと思いま

した。（PFFP フル） 
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「比較の目を育てる」大学教育制度と役割について考える～日・米の比較 

海外他大学訪問調査参加者向け事前案内（フルコース・オプション） 
【日程】2017 年 2 月 22 日（水）13:30～17:30  
【場所】東北大学 川内北キャンパス 川北合同研究棟 101 CAHE ラウンジ 
【概要】カリフォルニア大学バークレー校における海外他大学訪問調査の事前学習として，海外の実践から学ぶ

意義，アメリカの高等教育のしくみについて講義とディスカッションを行った。また，出発前案内とし

て，旅程，日程の確認，危機管理と質疑応答を実施した。なお，本オプション参加者には，「バークレー

研修前メールマガジン」（資料編 A-22 を送付して，研修前の情報共有や知識提供に活用した）（フルコー

スオプション参加者対象セミナー） 

【タイムテーブル】 

13:30-13:40 はじめに 
13:40-14:10 「なぜ我々は諸外国から学ぶのか」 

 大学教育支援センター長 羽田 貴史 教授 
14:10-14:20 質疑応答 
14:20-14:30 休憩 
14:30-15:10 「アメリカの学士課程教育は日本と何が違うのか」  

 東北工業大学 教職課程センター 中島 夏子 准教授 
15:10-15:20 質疑応答 
15:20-15:50 ディスカッションとまとめ 
15:50-16:00 まとめ 
15:50-16:00 質疑応答 
16:00-16:10  休憩 
16:10-16:30 バークレー研修についての出発前確認 

 大学教育支援センター 稲田 ゆき乃 コーディネーター 
16:30-16:45 海外渡航に際しての危機管理 

 大学教育支援センター 岡田 有司 准教授 
16:45-17:10 バークレー研修のプログラムの概要について 

 大学教育支援センター 今野 文子 講師 
17:10-17:30 質疑応答 

 

【講演資料】（抜粋） 

 

【当日の様子】 

 
羽田先生による講義 

 
中島先生による講義 熱心に話を聞く参加者 

【参加者の声】（抜粋） 

 日本の大学制度は、海外の先進事例の良いところを取り入れて実施されたものであるということがわかりまし
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た。この先進事例をモデルとして取り入れる手法のメリットとしては、後発効果による効率的なイノベーショ

ンがあります。しかしながら、デメリットとしては、先進事例ばかりに目が行き、模索の努力と方法論が身に

つかないということがわかりました。羽田先生は、現在の日本は、単に先進事例を真似るだけではなく、独自

の大学制度を創出していくことが重要だとおっしゃっておりました。また、海外の大学を理解することで、こ

れからの日本の大学で起きることを予測することができると羽田先生はおっしゃっていました。具体的は、ア

メリカの大学の状況をみると、日本では、今後、外国人学生の拡大、発達障害学生、ＬＧＢＴ、宗教・多文化、

高額授業による破産などの問題が起こってくるのではないかと、羽田先生はおっしゃっておりました。現在、

私は、障害者理解の研究を行っておりますが、大学における発達障害学生は増えており、その対応を大学でも

行っております。東北大学でも特別支援センターなどを設けて発達障害者の対応などをおこなっております。

日本の大学だけを知るのではなく、海外の大学の状況を知るということは大変大切なことだと思いますので、

バークレー研修では、Disabled Student’s Program がどのように展開されているかを、しっかりと学ぶことが重

要だと改めて思いました。羽田先生の授業でもあったように、大学の制度などを、基盤から理解することで、

幅広い視野を持つことができ、日本の大学にも貢献することができると考えました。（PFFP フル） 
 
 中島先生からは、日米の大学の違いについて、「学士課程教育の目的が違う」「入学の仕方が違う」「専攻の決め

方が違う」「カリキュラムが違う」「コースの進め方が違う」「学習時間が違う」という６つの観点から授業をお

こなっていただきました。その中でも、印象に残っているのは、専攻の決め方がちがうということです。具体

的には、日本は組織帰属主義で、自分が所属する学部、学科の科目を履修し、アメリカでは、プログラム主義

と呼ばれるもので、専攻要件をみたすように科目を履修することや、複数専攻等の選択肢がある点で異なると

いう点です。アメリカの大学では、既修条件で統制されるため、単位が厳格に決められており、テスト方法な

ども明確に示されているような印象を受けました。しかしながら、日本と違い、研究室などは無いようで、専

門の教授とも、大学４年間で、面会する機会も無い人もいるということでした。日本の大学では、専門家を育

成しているのを目的とし、アメリカの大学では、リベラルアーツを重要としている印象を受けました。アメリ

カの場合は、専門的な学習というのは、大学院に入学してから行われるということを知りました。また、今回

海外研修で訪問するバークレーの教室についても、中島先生から紹介がありましたが、映画館のように非常に

大きい部屋で実施されるということがわかりました。また、大規模の授業は、教授が行い、小規模の GSI は大

学院生（TA）が実施しているということでした。今回の海外研修では、GSI にも訪問する予定ですので、どの

ように授業展開をおこなっているかをしっかりと勉強できればと考えております。海外研修では、施設などの

ちがいももちろん、勉強になるかと思いますが、大学での生徒の様子などもしっかりと把握していきたいと思

います。（PFFP フル） 
 

 羽田先生の講義の中で印象的だったのは，相違点がさまざまある一方で，両国の共通点もあるという点であっ

た。今回は比較を通して自分の組織の問題点をクリアにできれば，と考えていたが，それだけでなく，同じよ

うな悩みの中から，先生方がこらしている工夫を伺うことも十分できるのだという気づきがあった。特に，ア

カデミック中心のカリキュラムから職業志向へという話は，コースの教員で会議をするたびに話題にあがる点

であった。特に，心理士の国家資格化を控え，この傾向は強まることが予想されている今，研究大学としての

東北大の心理部門が今後どうあるべきか，ということについては，なかなか結論が出ずにいる。現地では，大

学附属のクリニックの先生にお会いし，学内外での臨床研修の体制を伺うとともに，臨床と研究をどのように

バランスを保っているのか，ということについて伺いたいと考えているが，日米では資格取得に至る過程も違

えば，資格取得後の社会的地位も異なるため，学んだことをどう持ち帰ることができるか，という点について

は，正直悩んでいたところだった。しかし，昨日の講義を受け，アメリカでも同様の問題が生じている可能性

も十分考えられるということがわかったので，そういった視点でのディスカッションが深められれば，と思っ

た。バークレーは，地域における研究大学ということで，東北地方で心理の博士課程を有する東北大と立場と

しては共通する部分も多いように思われるため，学んだことを活かせる部分もいろいろとあるのではないかと

期待したい。資格取得までの流れについてはある程度勉強したが，まだ不十分な点があるため，残りの時間で

さらに情報収集につとめたい。また，日本の心理の国家資格化を含む現状について，きちんと英語で説明がで

きるよう，準備しておきたいと思う。質問したい部分の議論を深めるためには，日米それぞれで定められる実

習時間など，カリキュラムの違いや類似点についても，事前に可能な範囲で整理しておきたいと思った。現在

立場上，学部学生に関わるのはゼミ生の指導が中心で，講義を担当する機会はほぼ大学院に限られている。そ

のため，米国の学部教育についてはあまりきちんと調べていなかったので，中島先生の講義は大変勉強になっ

た。フィールドワーク以外の時間は学部教育に関する内容がほとんどだと思うので，講義で得た知識を自分の

中で整理し，授業参観や GSI とのディスカッションに臨みたいと思う。卒論がなく，指導教員という概念もな

い，というのは正直かなり驚きだった。大学院に進学しても， 初の 2 年程度はゼミという概念はほぼないと

のことで，今の自分の仕事の中心を占めているゼミ生の指導という関わりが D 生に限られる状況というのはと

ても新鮮であった。（NFP フル） 
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東北大学図書館ツアー（フルコース・オプション） 
【日時】2017年2月24日（金）10:00～12:00 
【会場】東北大学 川内南キャンパス 図書館 
【概要】東北大学図書館の協力のもと，本学の図書館の理念，サービス内容について講義を受けるとともに，ラーニ

ングコモンズ，二号館，狩野文庫などの見学を実施した。フルコース参加者のうち，希望者の他，プログラ

ム修了生，高度教養教育・学生支援機構の教員などの参加もあった。 

【タイムテーブル】

10:00～10:30 東北大学の図書館について

10:30～12:00 図書館見学，質疑応答

【当日の様子】 

見学の様子
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「比較の目を育てる」海外他大学訪問調査（フルコース・オプション） 
【日程】2017 年 2 月 27 日（日）～3 月 5 日（日） 
【引率】岡田有司 准教授，今野文子 講師 
【概要】カリフォルニア大学バークレー校にて，キャンパス見学や授業参観を行い，学生の学びを促進するため

に大学がどのような教育環境を整えているのかについてフィールドワークを行った。また，大学院生で

Graduate Student Instructor（いわゆるティーチングアシスタント，GSI）のトレーニングを行って

いる GSI 教育研究センターの講師陣と共に，バークレーの教育制度や GSI 制度などについて議論を通

して学んだ。 

【タイムテーブル】 

Monday 27 February  

09:00-09:30 Welcome and introduction to the program Linda von Hoene 
Sabrina Soracco 

09:30-10:00 Teaching and Learning at erkeley Linda von Hoene 
10:00-11:30 The Basics of Teaching Linda von Hoene 
11:30-12:30 Lunch  
13:00-14:30 Campus Tour  
15:00-17:00 Fieldwork, meetings with faculty   

 

Tuesday 28 February 
09:00-11:00 Observation: The Politics of Educational Inequality 

(being finalized) 
Lisa Garcia Bedolla 

11:00-12:30 Workshop: Fostering Student Participation; Fieldwork, 
meetings with faculty 

Michel Estefan 

12:30-13:30 Lunch  
13:30-14:30 Student Learning Center Cara Stanley 
15:30-17:00 Observation: Brain, Mind, and Behavior (Lecture) Prof. David Presti 

 

Wednesday 1 March 

09:00-10:00 Observation: Politics of Educational Inequality (GSI 
section) 

Noah Katznelson 

10:00-11:00 Debriefing of Day 2 Linda von Hoene 
11:00-12:00 Observation: Brain, Mind, and Behavior (GSI section) GSIs 
12:00-13:00  Lunch   
13:00-14:00 Fieldwork, meetings with faculty  
14:00-15:00 Observation: Politics of Educational Inequality (GSI 

section) 
Noah Katznelson 

16:00-17:00 Observation: Brain, Mind, and Behavior (GSI section) GSIs 
17:30-19:30 Graduate Student Social Event  

 
Thursday 2 March  

9:00-9:30 Overview of Day’s Program; Debriefing of Day 3 Linda von Hoene 
10:00-11:00 Fieldwork, meetings with faculty  
11:30-13:00 Lunch with GSIs  
13:00-17:00 Observations, fieldwork, meetings with faculty; 

discussions with GSIs; prep for final projects. 
 

 
Friday 3 March 

09:00-09:30 Overview of Day’s Program Linda von Hoene 
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10:00-11:30 Professional Standards and Ethics Workshop Linda von Hoene 
11:30-12:30 Lunch 
12:30-14:00 Preparation for Presentations 
14:30-16:30 Presentations 
16:30-17:00 Completion Ceremony 
17:00-18:00 Closing Reception GSI Center 

【研修の様子】 

講義の様子 他己紹介の様子 授業参観の様子

学習支援センターCara センター長 ディスカッションの様子 参加者集合写真

ゲストハウスからの眺め プレゼンテーションの様子 修了証授与

【活動全体について】 

2016 年度のバークレーでの研修は，2015 年度のプログラムで位置づけの見直しを行い，「海外他大学訪問

調査」としてフルコース参加者のオプション項目での実施という形式を継続するかたちをとった。その結

果，PFFP フルコース参加者から 1 名，NFP フルコース参加者から 3 名，2015 年度に参加が叶わなかっ

た PFFP フルコース修了生 1 名が参加した。内容についても，2015 年の内容を引き継いで実施することと

し，授業参観の対象については，なるべく文理両分野から 1 科目ずつ設定できるようにバークレー側に依

頼した。

【フィールドワーク（研究者訪問）】 

例年通り，参加者には自分の専門分野に関係する研究室などを積極的に訪問するよう呼びかけた。事前に

訪問を希望する研究室や大学教員を探し，自分の研究テーマを含めた自己紹介，訪問理由を英文で執筆し，

アポイントメントをとった。例年同様，これらのプロセスを通して，他大学の大学教員へのアポイントメ

ントの取り方，英語による自己紹介，訪問理由の書き方の一連の流れを体験してもらうことができた。ま

た，研究室訪問のみにとどまらず，授業参観についても積極的にアポを取って実施するよう促した。
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【参加者の声】（抜粋） 

 率直に、海外の教育に触れ学ぶ機会がやってくるなんて想像もしていなかった。UC Berkeley での日々

は教育を考えていく上でかけがえのない経験となった。身に飛び込んでくる光景は私にとって何もかも

新鮮で、イマジネーションを掻き立てるものだった。私は、現在博士課程に在籍しており、まだ教員と

して働いた経験はない。その「まだ教員として働いた経験はない」や「自分は教員ではない」という少

しばかりの思いがとてもナンセンスであることを痛感させられたのは、現地での GSI との出会いからだ

った。GSI のセミナーやセッションに参加した際に、私は「Faculty の方々ですか？」と質問してしま

った。それほど、GSI は Graduate student には見えなかった。なぜか。それは、GSI が楽しそうに、

そしてアグレッシブに教育について語り、取り組んでいた姿と、彼らが沢山の時間を授業準備にかけて

いるという語りを、身をもって経験したためである。これほどまでに教育について考えるという環境は、

未だ大学にいて経験したことのないものであった。理論的に理解する機会もあった。Bloom’s taxonomy
や integrated courses など、実践を形式的に表すことも必要である。GSI セッションでは、レポートの

テーマを事前に学生同士でディスカッションさせて考えをぶつけていた。学生のキャラクターに合わせ

て指導案を変えたり、自分の経験を話すことで学生の関心を引き出したりしていた。TA とは何か？とい

うことについては、少なくとも私はこれまで改まった場で教えてもらったこともないし、諸先輩から聞

いたこともない。博士課程で東北大学に来て初めて、「TA はね、サポーターじゃないです。自立した教

員としてみられます。」と TA のあり方について指導を受けたことが記憶に新しい。TA という名ばかり

だけでなく、そもそも TA とは何か、TA 育成のための環境整備が必要だと感じた。学生への指導方法を

めぐる GSI セミナー、Linda の倫理セミナー、あんなセミナーを受けてみたかった。比較の目という観

点でいえば、これらの事象は、社会的背景の違いによるものであることは言うまでもない。しかし、日

本と米国では根本的に違うからといってしまったらもともこもないとも思う。日本は、豊かだ、恵まれ

ている、多民族国家でもないことから国籍が違うということはない。米国では、人種、gender、宗教、

国籍など、多様性に満ち溢れており、それらが包摂されている。格差も顕在化している。街を歩けば、

多くのホームレス、そして家族で路上生活を送っている姿を目の当たりにする。様々な要素が教育に影

響しているし、教育は様々な社会的事象を生成している。そんなダイナミズムに、街を歩いている時間、

キャンパス内を歩いている時間、食事をしている時間、日々の生活の中で触れた。日本はそうではない

かと言われると、日本にも多様性や格差は存在する。いわゆる方言や特有の食文化が存在するように、

人々が暮らすエリアによっていわゆる関西人などのキャラクターがあり、多様である。私は、学位ごと

に大学が異なるため、地域による違い、大学による違いを感じるからである。また、 近では、勝ち組、

負け組、子ども食堂など食事を家庭でとれない子どもが増えているなど、格差が生じている。Student
learning center では、これらの現代社会の色がとても現れているなという印象を受けた。発達障害を抱

える学生へのサポート、LGBT の学生、母子・父子家庭の学生、国籍のない学生など、様々な学生のサ

ポートを行っていた。これらは、教育における倫理的側面にも影響するが、多様性を理解し、包摂、対

応する力が求められると考えさせられた。教育は社会と表裏一体であることを痛感した。このような背

景の中で、どのように community building をしていくかというのも重要なテーマだと感じた。（PFFP
フル）

 はじめての海外の大学での研修は、非常に興味深いものでした。その中でも、特に印象に残ったことを

下記に記述します。GSI が実施する授業では、２０人規模の授業であるが、多くの生徒がディスカッシ

ョンやディベートに積極的に参加している様子を感じることができた。日本の学生の場合には、恥ずか

しがったり、もじもじしたり、と反応があまり、よくないこともあるが、バークレーでは、各々が自分

の意見を持ち、身振り手振りを用いて、相手に自分の意見を伝えるように授業に参加していたように感

じました。また、ディベートの内容も人種に関するような話もあり、これもまた日本とは異なるなと感

じました。日本でも、ダイバーシティの重要なテーマとして扱われているが、障害者、 近では、ジェ

ンダーの話は行われている印象であるが、人種については、あまり話す機会が無いように感じています。

実際に私もバークレーで授業等を受けるまでは、人種についてはあまり、ピンとは来ておりませんでし

た。しかしながら、バークレーは、リベラルな地域ということもあり、様々な方が住んでおり、様々な

バックグランド持った方々が学校に通っています。そのため、自身の意見を行う際にも、相手側のバッ

クグラウンドを把握していなければ、気づかないうちに傷つけている可能性があります。また、私は、

日本の文化や歴史についてしっかりと勉強しておこうと思いました。海外に出た際に、日本の場合はど

うだ？などと聞かれる機会は多くなると思います。日本の動向について興味を持っている人も多いと思

います。そこで、しっかりと勉強したいと思いました。そして、日本の場合は、こういうことが考えら

れると、きちんと意見を言うことが必要だと考えました。さらに、自身で授業を持つことになった際に

も、人種を含めた多様性を意識した授業展開を行っていかなければならないと感じました。実際に、バ

ークレーで受けた倫理の研修では、ダイバーシティに重きをおいた研修を受けました。具体的には、授
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業で、グループ分けをする際にも、学生のバックグランドを意識してチーム分けをしなければならない

と感じました。日本では、ほとんどの学生は同じ人種（日本人）であることが多い為、あまり意識する

ことはありませんが、海外の場合はそうはいきません。今後、日本に学びに来る海外学生は増えてくる

可能性もありますので、ダイバーシティについて改めて考えなければならないと考えました。また、今

回海外研修で訪問するバークレーの教室についても、中島先生から紹介がありましたが、実際にバーク

レーに行き、本当に映画館のように非常に大きい部屋で実施されるということがわかりました。そして、

バークレーの授業では、数百人の学生を前に、授業を行っていました。私が参加した授業では、多くの

学生が質問を教授にしていました。日本では、あまり見られない光景であり、私がイメージしていた通

りのアメリカの大学での授業でした。また、質問に対しても先生は的確に、回答していたのが、印象的

であった。やはり、日本同様に、授業の準備をしっかりしているのだと感じました。さらに、クリッカ

ー使って授業を展開している先生や、途中で、授業に関するテレビ番組やネットの番組を活用すること

によって、学生が飽きることなく、授業に参加していました。私も実際に授業に参加してみてあっとい

う間に授業が過ぎたような気がしました。また、ある先生は、授業の時間に５分程度瞑想の時間を取り

入れていました。私も実際に瞑想することで、眠気などがとれて、瞑想後はさらに、集中して、授業に

取り組むことができました。私も今後授業を持つことになった際には、学生が９０分間集中して取り組

めるような仕組みを考えていきたいと思います。驚いたことに、バークレーの授業では、学生のほとん

どが MAC pc を持ち込んでおり、先生の提示するスライドはもちろんのこと、先生が話している授業に

ついて、的確にメモをしていた。さらに、pc を持ち込んでいない学生については、メモするスピードが

日本と比べてかなり、早い印象でした。非常に熱心に授業のメモを取っている印象を受けました。しか

しながら、開始時間に遅れてくる学生が多いのは少し驚きました。実際にバークレーには、バークレー

タイムがあり、授業開始が開始予定時間の１０分遅れで開始することが多いとのことです。少し気にな

ったので、デブリーフィングの際に、リンダにどのように改善していくのか、と尋ねたが、明確な反応

はありませんでした。日本のビジネス文化では、遅刻はあまり許されることではないのですが、他の国

では、寛容である可能性もあるので、他国の文化を知ることは改めて重要だと感じました。単純にバー

クレータイムが良いということではなく、他の文化を知るということが重要だと感じました。（PFFP フ

ル）本訪問調査において、” The Politics of Educational Inequality” と” Brain, Mind, and Behavior” 
のいずれも２００人程度の大講義を２つ見学した。講義は教員毎の個性もあるため一概に国内と国外の

比較が難しいところもあるが、明確に学生の授業姿勢及び教員の授業スタイルについて優位に異なると

思った点があった。学生の授業姿勢について大きな違いを感じたことは、それが” 多様” であること

である。ある学生は一心不乱にノートをとり、ある学生はラップトップ PC で SNS に勤しみ、ある学

生はとにかく質問などの発言に力をいれていた。この背景には教員の授業スタイルについての国内外の

違いが大きいと感じた。相対的に国内の授業ではできるだけ標準的な授業の受け方を提示し、それに沿

うケースが多いと感じている。例えば授業参観をした常微分方程式入門でもそうだったが、多くの理科

系の授業において、ノートに書いてほしいことはそれとほぼ同じフォーマットで黒板に書くことが普通

になっている。私も高校でも模擬授業などをすると「生徒にノートにかいてほしいことが正確に同じフ

ォーマットで黒板にかかれているか」を重要視されて評価された。また、仮にスライドを用いて授業を

する場合は、そのスライドを学生がメモしやすいか、もしくは配布しているかということをよく一つの

観点にされている。これはできるだけ多くの学生が授業についていけるような形にする上で、ある一定

の形をつくることでできるだけ授業にのぞむ姿勢にとらわれない理解度を目指しているからだと考えら

れる。今回見学した授業はいずれもスライドを用いた授業だったが、どちらの授業のスライドもキーワ

ードのみを羅列したもので、目的としては学生にそのスライドを読んだり確認してもらうというよりは、

教員がその都度何の話をするかを忘れないためのメモ書きのようなものに感じた。そのため学生がその

授業の内容を確認するためには何らかの形で記録に残す必要があり、その結果かなり多様な授業を聞く

スタイルになっていると感じた。例えば近年東大で１０５分授業を導入しそれを皮切りに複数の大学が

９０分を超える授業時間を採用するようになっているが、その背景に大学設置基準だけでなく授業内に

復習をする時間（１０分程度のミニテスト）を設けるという動機がよくきかれるようになっている。こ

れもある意味では授業においての学生の 低限の理解度を担保しようという取り組みであるが、

Berkeley においてはこのような細やかな教育的配慮については GSI システムにゆだねて、その分授業

は自由な思想で取り組んでいると感じる事ができた。また、学生の姿勢として「積極的な質問」という

のも印象的だった。これは今回 Berkeley で GSI の学生や教員等に聞いた限りでは授業の構成や運営が

適切であるからと説明されていたが、国内において同程度以上に授業が上手く回されている先生の授業

でさえその限りではないと感じており、Berkeley に入学時点での学生の特徴があるとしか考えられなか

った。一つの仮説として考えられるのは国内外における中等教育の学生違いである。例えば日本でも小

学校の授業を参観してみると、差はあれど一定数積極的に授業内で質問などの反応を行う学生がいるが、

中学、高校と上がった段階でその数は一気に減ると感じている。その背景には初等教育から中等教育へ

の学びの転換としてできるだけパッシブな授業が増える（小学校では調べ学習やディベート等が相対的
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に多い）ことが考えられる。一方以前オーストラリアにおける中学校教育に触れたときはかなり自由度

の高いレポート課題等が多く、その学びの転換がまた異なる形であると感じることができた。Berkeley 
も多様な文化圏から学生を受け入れているが、その結果一部の生徒について非常にアクティブな授業の

受け方が背景となる中等教育からあるのではないかと感じた。（NFP フル） 
 

 研修が始まるまで，海外での研修に対する強い抵抗や不安があった。しかし，初日に行われた 初のワ

ークショップで Linda から，英語力を気にせず積極的に参加を，とのお話があり，かなりハードルが下

がったように感じた。また同時に，同期メンバーたちが常に主体的に質問や発言を述べたり，空き時間

に積極的に会話を持ちかけたりする様子は，何よりの刺激になった。初日に英語に対する抵抗が取り払

われたおかげで，聞きたいことを聞き，言いたいことを言い，ほぼ何も我慢することなく過ごすことが

でき，この 5 日間をむだにせずに済んだように感じている。ここでの体験が本当に楽しく充実して，自

分にとって肯定的なものとなったということは，おそらく今後のいろいろな機会での自分の姿勢を変え

てくれるものと考えている。少なくとも，今の時点で，今年の夏にある国際学会を楽しみにできている

ことは，研修前には想像もできなかったことである。また，「聞きたいこと／伝えたいことがある」こと

の大切さも実感するところだった。自分自身の関心が高まることで，聞きたいあるいは伝えたいという

気持ちが，うまく伝えられるかという不安を上回っていたように思う。今回，事前にバークレーや GSI
について調べたり，オンラインで公開されているバークレーの心理学の講義動画を見たりすることに極

力時間を割くようにしていた。フィールドワークについては正直なところ準備の時間が足りず，毎回前

夜に行う自転車操業のようなかたちになってしまったが，質問したいことを英語で整理したり，日本の

状況を説明する練習をしたり，web 上で調べられることは調べて質問の時間を省けるようにしたりと準

備をしていった。事前に丁寧に準備をすることで，自分の中で知りたいことが整理されたり，焦点がし

ぼられたりし，その結果，限られたワークショップの中で特に知りたいことに優先順位をつけて質問し

たり，ディスカッション自体が構造化されて相手との疎通がよくなったりし，ストレスの少ないコミュ

ニケーションをとることができていたように思う。Dr. Sheri を尋ねた際には，事前に質問事項を送って

いたことで，聞きたいと思っていたことの大半の回答になる資料を用意していただいた。そのため，事

前に用意した質問はほぼ役に立たなかったのだが，準備の過程で関心が高まっていたおかげで，追加の

質問やディスカッションも自然と発展させることができた。アポ取りを開始する頃から，事前準備の必

要性を強く説明してくださった先生に大変感謝している。また，おそらくこれは英語に限ったことでは

ないと思うので，今後もこうした姿勢を継続していきたいと感じた。 後に，研修期間を通じて，同期

たちと一緒に過ごした時間は，本当にかけがえのないものだった。各自が明確な目標や問題意識，そし

て高いモチベーションをもち，今回の研修に望んでいた同期の姿は，研修期間中常に刺激を与えてくれ

た。年齢や職位を超えておそらく互いにライバル視も牽制もしあっていただろうと感じている。それで

いて，互いの話をいつも本当に一生懸命聞き，もらさず吸収しようとし，全く異なる互いの個性を認め

合い，ほめ合うこともできていたと思う。尊敬できる相手だからこそ，そうした関係はとても自分の支

えになるものだった。毎夜同じ部屋で，なぜか離れた席で，それぞれの仕事をしながら，それでも途中

途中で教育や研究の話をしあった時間は，いつも新しい世界を見せてくれた。違う領域，違う立ち場で

あるだけでなく，今に至るまでに大学以外の場で多様な経験を重ねて来ている同期たちの経験は，自分

の世界や辞書になかった様々な知識や考え方や文化を教えてくれた。自分が当たり前だと思っていたこ

とを話すとおどろかれ，その逆もまたそうだった。何時間話しても飽きることはなく，知りたいことは

どんどん増えていった。また，日中同じものを見て，同じものを体験しているはずなのに，そこから得

たものや気づいたことは，人によって様々に異なっており，1 日の振り返りを共有することで，互いにま

た新たな気づきを得ることができていたようにも思う。他人の目を入れること，人と話すこと，ひとり

で考えたり決めたりしないこと，自分の知っているものを当たり前だと思わないこと，そうしたことの

大切さを，改めて実感する機会にもなっていた。そしてそんな話をする彼らがいつも本当に楽しそうだ

ったこともまた，この 1 週間の間，自分の支えになっていたし，今後やりたいことや希望もたくさん増

やしてくれた。彼らがしている，あるいはしたいと考えている様々な教育のあり方は，自分自身もまた

真似してみたいと思うものだった。決して必要以上に近づくことはなかったが，これだけ短い期間で，

これだけ強い影響を与えてくれた関係性はおそらくこれまでの人生で初めてで，いわゆる「仲良し」と

は少し違うものの，とても大切な同志，仲間を得ることができたように感じている。おそらく修了すれ

ばもう全員で集まることはないだろうと思うので，このメンバーで過ごす期間も残りわずかだが，残り

の期間，同期たちとの関わりも今まで以上に大切にしていきたいと感じている。（NFP フル） 
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先達コンサルテーション 
【日時】2017 年 3 月 14 日（水）13:30～16:30 
【会場】東北大学 川内北キャンパス 合同研究棟 A303，A304，A305，A306 
【概要】先達教員による個人コンサルテーションを実施した。先達教員一人につき 4 名の参加者と 30 分ず

つ面談する構成とした。先達教員には，事前に担当する参加者名を通知した。また，参加者のプ

ロフィールとリフレクティブジャーナルからの抜粋を掲載した「カルテ」を配布し，参加者が置

かれている状況や課題意識について先達が簡便に情報を得られるようにした。 
【タイムテーブル】 

13:30～13:40 はじめに 
13:40～14:10 コンサルテーション① 
14:10～14:40 コンサルテーション② 
14:40～14:50 休憩 
14:50～15:20 コンサルテーション③ 
15:20～15:50 コンサルテーション④ 
15:50～16:30 全体ディスカッションとまとめ 

 

【当日の様子】 

 
コンサルの様子 コンサルの様子 

 
休憩中の参加者 

 

【参加者の声】（抜粋） 

 次のような疑問を旨に、先達コンサルテーションに臨みました。第一に、高校と大学との講義のギャッ

プ及び重複に対して、先達の先生方はどのように対処をしているのかということ、第二に、学生の理解

度のフィードバックをどのように得、成績評価をどのようにしているのか、ということです。第一の疑

問に関しては、ギャップに関しては、例えば薬学の授業では高校で生物学をそもそも履修していない学

生もいるので、そのような学生にも配慮して基礎から教えるということでした。また、高校と授業内容

が重複している場合では、大学の授業では、高校ではあまりお目にかかれない実物の写真を用いた授業

をすることなどにより、大学ならではの講義をすることで学生の興味を惹くような工夫をするというこ

とでした。高校と同じような授業内容でも、資料や講義方法を変えることで、大学で学ぶ面白さを伝え

る余地が多くあることを実感しました。第二の疑問に関しては、学生の理解度を測るうえで、中間試験

が重要であることを改めて感じました。また、成績評価に関しては、出席を評価すると、授業の終わり

間際に参加して、出席したことにするなど不届きな学生も現れるのでなかなか評価が難しいとの意見を

聞くことができました。また、レポート課題だと同じような文章のレポートが提出されるので、テスト

評価とレポート課題の選択制に変更したとの意見もありました。このように、現場を経験している先達

の先生方からリアルなコメントが聞けたことは、大変勉強になり、非常に有意義な時間となりました。

（PFFP フル） 
 
 3 月 14 日の先達コンサルテーションでは、４名の先達の先生方々に魅力的な授業を展開していくうえで、

様々なアドバイスをいただきました。４名の先生方に共通していたのは、自身の授業に対して、学生の

評価をしっかりと把握するということでした。アンケートなどを通じて、学生の反応を把握することは

もちろんのことですが、実際の授業している際に、学生の様子をしっかり把握していることでした。学

生の意欲を継続させるために、常に工夫している先生もおられ、その先生は、いつも工夫していること

が成功するわけではないとおっしゃっておりました。しかしながら、全員が満足する授業を目指してお

りました。私も、今後、授業をする機会がありましたら、下準備をしっかりと行い、学生の意欲を継続

させることができるような授業を展開していきたいと思いました。また、パワーポイントが主流になり

つつある中、板書で授業を行っている先生がおりました。板書の場合は、進むペースはパワーポイント

と比較すると、速くはないが、図を書く際に、説明しながら進めることができ、また、先生が書くスピ

ードに合わせて学生も板書できるという点で、学生の理解度が高まるとおっしゃっておりました。私も

PFFP 研修の模擬授業で、板書にチャレンジしようかと考えておりましたが、実際に準備していると非常
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に難しいと感じました。特に、板書での授業での経験がないために、板書している間に教室が静かにな

ることが耐えられないなと考えておりました。その先生に板書する際の工夫を聞いたところ、長年実施

してきた経験があるために、特に問題ないとおっしゃっておりました。改めて、経験を積むことが大事

なことだなと感じました。私は、現在、社会人学生として、博士課程後期に通学しておりますが、今後、

機会があれば社会人をしながら非常勤での授業の実施や、１コマでもいいので、授業を行う機会を作っ

ていかなければならないと感じました。なぜならば、これまで PFFP で学んだことを実践していくことが

経験となり、自分の力を伸ばせるのではないかと考えているからです。実際に、コンサルテーションし

ていただいた先達の先生方に、社会人をしながら、非常勤をするケースはあるかと聞いたところ、そう

いった事例は聞いたことがあるとおっしゃっておりました。また、非常勤の募集については、基本的に

は公になっているが、人間関係なども重要だとおっしゃっておりました。そのたため、自身の指導教官

にも相談しようと思いました。今回のコンサルテーションでは、４名の先生方が年度末のお忙しい時間

中、時間を作っていただいたにも関わらず、非常に親身になって、相談を聞いてくれました。また、４

名の先生方は、どのようにしたら、良い授業を展開することができるのかを常に考えているような印象

を受けました。私もこのような貴重な機会に参加し、アドバイスを受けたところを実践していくことは

もちろんのこと、将来的には、後輩育成できるように日々精進していきたいと思います。指導教官以外

の先生方にコンサルしてもらうということは非常に良い機会となりました。改めて PFFP に参加すること

で自身の視野を広げることができました。（NFP フル） 

 もうすぐ新学期が始まるということで、焦っている私なので、先達方には、授業の具体的な運営に関す

る質問と悩みばかり投げかけてみた。非常勤先の私立大の学生から、授業でもっとディスカッションを

したかったというご要望があった。But、ディスカッションをどうセットアップすればいいか、盛り上が

らなかったらどのように盛り上げればいいか、そして、評価をどうすればいいかなど、分からないこと

ばかりの私である。そこで、先生方から多くの具体的ご助言をいただいた。トッド先生からは、3－4 人

のグループが、人数的にいいという助言。そして、グループの中で、それぞれの学生の役割を決めると

よい（leader, note-taker, pace-maker など）。これまでの授業で、グループ・ワークやペア・ディスカッショ

ンをさせたら、全く関係ない話（部活や飲み会・・・）で盛り上がるグループもあったが、どうすれば

そういうのが防げるかと聞いてみたら、mixing students up（同じ学部・学年の学生をできるだけ一緒のグ

ループにしない、毎回、前回とかぶらないように、あらかじめグループを決めておくなど）が効果的な

のかもしれないという助言をいただいた（また、邑本先生は、男性が多いクラスだったら、女性をリー

ダーとすると、うまくいく、という大変興味深いことを言ってくださった）。（NFP フル）

 7 月からの NFP での様々な体験と，この 1 年間の教員としての体験を通し，先達の先生方に伺ってみた

いと思っていたのが，教員としての基本的なスタンスとして，「平等であること」と「個々の学生に合わ

せること」との間でどのようにバランスをとるのがよいのか，ということであった。この点について，

個別の学生指導と講義という 2 つの場面それぞれについて，1 年を通して考えてきたものの，自分の中で

はなかなか答えが見出せず，ぜひいろいろな人の観点からこのテーマを考えてみたいと思っていた。ま

ずこのことについて，個別の学生指導という視点から話を伺った。現在のポジションでは，学部生を対

象とした講義は業務の中に占める割合がかなり少なく，大学院における少人数の講義と，個別の学生指

導が業務の中心になっている。そのため、個別の学生指導は自分にとってもっとも優先度の高い課題で

もある。具体的に、この 1 年の中で特に悩んだのは「私何をやったらいいですか？」と尋ねてくる学生

への対応だった。卒論や修論のテーマを考える段階で、自分なりの案を持たず、教員に丸投げされたと

き、どう答えるのが良いのか、迷い続けてきた。できるだけ学生に主体的に考えてもらえるよう、質問

を重ねて学生自身の興味関心を洗い出す作業を一緒に重ねたり、ヒントになりそうな文献を紹介したり

するよう心がけてはいた。ここではコーチングのワークショップで習った質問のスキルなどを取り入れ

てみるなどの工夫もしてみたつもりだった。しかし、卒論や修論というものの特性上、時間的な制約が

あり、 終的にこちらからテーマを提案するような場合も出てきてしまっていた。学生の能力やモチベ

ーションに合わせた個別対応という捉え方もできるだろうが、一方で、学生同士が受けた指導について

情報交換をすれば、人によって結果的に要求水準や対応が異なっていることがわかってしまう、という

ところで平等な指導ができていないということにもなるのではないか、という葛藤を抱えながら指導に

あたってきた。この疑問や葛藤を、今回先達の先生方に伺ってみた。まず、先生方が口を揃えておっし

ゃったのは「それは本当に難しい課題だ」ということだった。豊富な経験をおもちの先生方がそうおっ

しゃるのを聞き、このことについて今後も継続して、またケースバイケースで考えていきたいと感じた。

同時に、具体的な助言もたくさん得ることができた。先生方が共通して助言してくださったこととして

は、基本的にはやはり学生の主体性を引き出す関わりをすることが望ましいということだった。（NFP フ

ル）
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成果報告会／修了証授与式 
【日時】2017年3月23日（木）13:00～16:00 
【会場】東北大学 川内北キャンパス 川北合同研究棟101 CAHEラウンジ 
【概要】PFFP，NFP 各参加者によるプレゼンテーションの後，プログラム OB や先達らとの質疑応答を行った。これま

での活動の様子や報告の内容に関して，先達教員からのコメントを受け，全ての活動の修了とした。その後，羽田

貴史大学教育支援センター長より修了証が授与された。 

【タイムテーブル】

13:00～13:05 はじめに（羽田貴史 大学教育支援センター長）

13:05～13:15 これまでのプログラムのあゆみ

13:15～14:00 
PFFP参加者によるプログラム成果報告 
（各15分：10分報告3分質疑応答） 

14:00～14:15 休憩

14:15～14:45 
NFP参加者によるプログラム成果報告 
（各10分：7分報告3分質疑応答） 

14:45～15:30 先達，OB/OG，列席者からのコメント 
15:30～16:00 修了証授与式，写真撮影

【当日の様子】 

成果発表の様子 発表を聴く先達教員 集合写真

各発表の資料は，資料編A-23，A-24を参照のこと。
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参加者最終課題レポート 

フルコースプログラムの参加者には，例年同様， 終課題レポートの提出を義務付けた。レポー

ト課題はプログラム応募の際に設定した課題と同じ内容とし，参加者にはプログラム参加期間中，

課題を念頭に置いてリフレクティブ・ジャーナルを作成し，本課題レポートの執筆に役立てるよう

に促した。従って，参加者は同じ課題のレポートに，プログラム応募時と全セミナー終了後の 2 回

取り組んだこととなる。これには，自分が記述した内容を比較，省察することで，成長を実感して

もらうと同時に，自らの価値観を理解，表現してもらうという意図がある。レポート課題は，大学

院生向け，新任教員向けにそれぞれ以下のように設定した。 

 

PFFP（大学院生向け）：「学生にとって，大学でのよい学習経験とはどのようなものだと考えま

すか。また，そういった学習経験を実現するために，大学や大学教員は

何をするべきだと考えますか。」 

NFP（新任教員向け） ：「自分の授業や学生指導において，その質を高める（よりよいものにす

る）ための課題は何だと思いますか。また，教員個人の立場から，自大

学の教育はどうあるべきだと思いますか。」 

提出された 終課題レポートは，資料編A-25に掲載した。 
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